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[am yes Iam, 私 は 壮 豚 で 、 覧 く 、 た ぐい まれ で 、 才 気 に あ 
ふれ 、 神聖 で す 。 あ な た 方 の お そら く 推 測 ど お り 、 ト バイ アス で 
は あり ませ ん 。 私 は アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン で す 。 あ な 
た は そう で は あり ませ ん (and you are not) 。 ( 笑 ) 新しい 
年 へ よう こそ 、 シ ャ ー ン ブラ の 皆さん 。 私 が 自分 の こと を 話す よ 
うに 、 あな た も 自分 自身 に つい て 、 その よう に 話せ る よう に な れ 
ば 、 本 当 に 悟り の 時 と な る こと で し ょ う 。 私 が 私 の 壮大 な 素 晴 ら 
し さ を 所 有する の と 同じ よう に 、 そ の こと に 違和感 を 覚え る こと 
な く 、 あな た 自身 の 壮大 さ を 実 除 に 所 有 で きれ ば 、 それ が 自己 本 
位 な こと で は な い の が 分 か る で し ょ う 。 それ は た だ 、 そう な の で 
す 。 それ は 恥ず か し いも の で も な く 、 身 を 隠す よう な も の で も な 
く 、 この よう に 苦し み を 伴う 、 謙 克 し た 態度 を と る 必要 も あり ま 
せん 。 世界 中 に 、 自分 は 壮麗 だ と 宣言 する こと が で きる の が 分 か 
る で し ょ う 。 





ここ で 少し 、 あ な た は 思い ます 。 あな た が や っ て 来 て 、 こ う 言 っ 
た ら 、 家 族 や 同僚 は 、 ど れ ほ ど シ ョ ッ ク を 受け る だ ろう か 、 と 。 
「 私 は ここ に いま す ! 私 は 壮 豚 で す ! 私 は 至高 の 存在 で 
す ! 私 は 壮大 で 、 神 聖 で 、 高貴 で 、 主権 を 持っ て いま す 。 あ な 
た は そう で は あり ませ ん 。 (and you are not) 」 (爆笑 ) け 
れ ど も 、 お そら く 、 私 た ち は そ の 地点 に 到達 し た の で す 、 シ ャ ー 
ン ブ ラ 、 お そら くも う 、 古い 道 か ら 離 れ て 、 新しい 道 へ 移る 時 な 
の で す 。 


自分 の 壮大 さ を 宣 言 す る こと に 、 私 は 大 き な 満 足 感 を 覚え ます 。 
あな た は な ぜ 、 宣 言 で き な い の で すか ? 他人 が 何と 言う か を あ 
な た は 怖 れ て いま す 。 少し 、 エネ ルギー を 動か すこ と に な る か も 
し れ ま せん 。 も し か する と 、 いく つか 課題 が 浮上 する か も し れ ま 
せん 。 ある い は 、 い くつ か 、 エネ ルギー 的 な 衝突 が も た ら さ れる 
か も し れ ま せん 。 で も 、 お そら くも う 、 古い や り 方 を 離れ て 、 新 
し いも の へ と 入る 時 で す 。 私 は 他 の 誰 よ り も 創造 的 で 、 想像 的 な 
の で 、 私 は 才気 あふ れ て 、 魅 力 的 で ある と 、 堂々 と 、 自 分 自身 に 
対し て その よう な 種類 の 所 有 権 を 持つ こと で す 。 さて 、 少し 、 挑 
発 さ れ た よう に 思う か も し れ ま せん 。 あ な た 方 は ちょ っ と 、 椅子 
の 上 で 縮 こ まっ て し まい ます 一 「 セ ント ・ ジ ャ ー メ イン 、 彼 
に は 今日 は 攻撃 され た く な い 。 欠陥 や 欠点 を 指摘 し て ほし く な い 。 
ええ 、 私 は 今日 、 そ うし ます よ 。 私 は そう し ます 。」 


さて 、 新 し い 年 が 始ま り ま す が 、 た だ の 新しい 年 以上 の も の で す 。 

「 新 し い 時 代 」 が 始ま り ま す 。 こ の 時 代 が 始ま る 具体 的 な 時 点 、 
と いう の は あり ませ ん 。 今日 、 始ま る と も 言え ませ ん 。 それ は 何 
千年 も の 間 、 進化 し 、 進行 し て きま し た 。 覚え て いま すか ? 2 
0 00 年 前 に 、 あな た 方 が これ を 地球 に も た ら す 手助け を し た の 
を 、 覚 えて いま すか ? 以来 、 そ れ は 進化 し 、 拡 が っ て きま し た 。 
そし て 今 、 この 新しい 時 代 へ と 入り ます 。 私 は それ を 、 意識 の 時 
代 、 と 名 づけ ます 。 私 た ち は ク リス トス の 時 代 を 超え まし た 。 神 
聖なる 種子 も も た らし た 時 代 で あり 、 あな た の 人 間 と し て の 側面 
と 、 他 の 様々 な 側面 を 統合 する 誕生 の プロ セス の 始ま り の 時 代 で 
し た 。 そし て 今 、 私 た こち は 、 こ の 統合 を 意識 的 に 認識 する と ころ 
へ 入っ て いま す 。 実に 、 あ な た が 「 神 」 で ある と いう 認識 へ と 。 
あな た は また 、 神 で あり 、 あ な た は 「 神 」 で す 。 椅子 に 座っ て い 
る つつ まし い 人 間 と 、 素 晴らし い 壮 大 さ を 持つ あな た と を 分 離す 
る 必要 は も う 、 あ り ま せん 。 あ な た の 一 部 が 神 で ある と いう も の 。 
ええ 、 本 来 の あな た を 本 当 に 理解 し た いな ら 、「 神 」 に 対す る 古 
い 概 念 を 取り 除い て 下さ い 。 ト バイ アス は それ に つい て 、 詳細 に 
話 を し て きま し た 。 男 と し て の 、 全能 の 、 全 知 の 神 と いう イメ ー 
ジ を 取り 除く こと を 。 言っ て お か な けれ ば な り ま せん が 、 神 が す 
べ て を 知っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 神 は すべ て を 知り た く は 
な い の で す 。 判断 を 下す 存在 と し て の 神 と いう イメ ー ジ その も の 
を 、 神 は 自分 の 人 民 の 何人 か だ け を ひい き し て 与え る と いう イメ 
ー ジ を 取り 除く こと で す 。 それ は まっ た く 神 で は あり ませ ん 。 私 
た ち が 以 前 に 言っ た よう に 、 そ れ は エネ ルギー の ウィ ルス で す 。 
それ は 発育 不良 の 、 ね じ れ た 、 腐敗 し た 人 間 の 意識 で す 。 あな た 
方 は その よう な も の を 崇拝 し て きま し た 。 その よう な も の に お 金 
を 払っ て きま し た 。 あな た 方 は 教会 に 献金 を し ます が 、 それ が 何 
を 持続 させ て いる か を 見 て 下さ い 一 神聖 な る 人 間 の 構造 そ 
の も の を 破壊 する 、 狗 猫 な エネ ルギー で す 。 


さて 、 私 た ち は 「 新 し い 時 代 」 へ と 今 、 入 り ま す 。 こ の 瞬間 に 、 
それ を 始め まし ょ う 。 本 来 の あな た に つい て 、 意識 的 に 認識 する 
時 代 で す 。 も は や 、 あ な た の この 神聖 な 側面 を どこ か 別 の 次 元 や 、 
別 の 場所 に 遠ざけ て お く の で は な く 、 それ を も た ら す の で す 。 ま 
さ に ここ に 、 こ の 部 屋 の 中 に 、 た っ た 今 、 要 きま す 。 それ が どう 
ある べき か 、 と いう 古い 認識 を 持た ず に 。 あな た 方 の 中 に は 、 自 
分 の 神 性 が 入っ て 来る と 、 突然 、 自分 が と て も サイ キッ ク に な る 

思う 人 が いま す 。 不意 に 、 私 が する よう に 、 石 を ゴー ルド に 変 
える こと が で きる よう に な る と 。 不意 に すべ て を 知り 、 誰 も が あ 
な た を 崇拝 し 、 称賛 し 、 偶像 視 す る よう に な る と 。 それ は 神 性 に 
対す る 、 実に 古い 概念 で す 。 神 性 は すべ て で あり 、 すべ て が 可能 
で ある 、 と いう 概念 で す 。 た っ た 今 、 そ の よう な も の は 扉 の 外 に 
出し た 方 が 良い で し ょ う 。 


神 性 と は 、 言葉 で は 言い 表せ な いも の で す 。 あな た の 古い 意識 の 
中 で 想像 し て きた どん な も の と も 比べ も の に な ら な い ほ ど 、 個 人 
的 な も の で す 。 神 性 は 繊細 で す が 、 な お 、 不朽 で す 。 神 性 は 穏 や 
か で す 。 山々 を 動か すこ と が で きま す 。 神 性 は マイ ンド が 持て る 
智 戴 を 凌 食 し て 賢明 で す が 、 で も 、 神 性 は あな た の 知 的 な 性 質 に 
つい て は 何 も 理解 し て いま せん 。 あな た の 知性 は まっ た く 、 気 に 
し ませ ん 。 その よう な も の は 、 知り た く な い の で す 。 そ の 最大 の 
敵 は 、 マ イン ド で し た 。 神 性 に と っ て 最大 の 障害 と な る も の は 、 
あな た の 論理 的 思考 で あり 、 あな た が 人 生 に つい て 持つ ロジ ッ ク 
で し た 。 論理 的 思考 や ロジ ッ ク は 、 あな た の 3 次 元 の 現実 に 存在 
し て いま す 。 機器 を 操作 し た り 、 コ ンピュータ の 使い 方 を 会 得 し 
た り 、 ソ フト を 書く 手助け を し ます 。 で も 、 あ な た の 魂 の 本 質 の 
深み を 推し 測る よう な 位置 に は いま せん 。 それ は で きま せん 。 そ 
れ は で き な い の で す 。 私 た ち は そ の すべ て を 今 、 この 新しい 時 代 
に 超え て 行き ます 一 「 意 識 の 時 代 」 に 一 それ は 今 、 始ま 
り ま す 。 た っ た 今 、 始 まり ます 。 


驚く べき 年 に な る で し ょ う 。 この 年 は 、 ク ォ オン タム ・ リ ー プ と も 
呼ば れ ま す 。 こ の 日 付 は で お よそ 9 ヶ月 で す が 、 それ は 数 秘術 の 
うえ で 重要 性 を 持ち 、 占星 術 の うえ で 重要 性 を 持ち ます が 、 と り 
わけ 、 意識 の うえ で 重要 性 を 持っ て いま す 。 私 た ち は 今 日 、 皆 さ 
ん に この 年 に つい て 、 話 を し て いき ます 。 本 来 の あな た に どん な 
変化 が 見 込め る か に つい て 。 まず 最初 に 、 この メッ セー ジ を 伝え 
まし ょ う 。 トバ イア ス は 今日 、 彼 の 殻 と な る 身体 を 訪れ て いま す 。 
彼 が 以前 に 話し た よう に 、 彼 の スピ リッ ト が 入る の を 待っ て いる 、 
すでに 誕生 し て いる 生物 学 的 な 身体 が あり ます 。 彼 の スピ リッ ト 
の 一 部 は 当然 、 すでに そこ に あり ます が 、 スピ リッ ト の 大 部 分 は 
まだ 待機 し て いる 状態 で す 。 別 の 領域 か ら あ な た 方 全員 と ワー ク 
を 続け こい き 、 あ な た 方 の 旅 を 、 プ ロジ ェクト を 、 創 造 を 励ま し 、 

サポ ボー ト し 続け る こと が で きる よう に 。 時 折 、 天界 の 存在 た ちさ 
え 、 私 の よう な 壮大 で 、 強 力 な 天界 の 存在 で さえ 、 地 球 か ら 少 々 、 

遠ざかる 必要 が あり ます 。 エネ ルギー が 重く 、 実に 疲れ る も の だ 
か ら で す 。 高貴 な 存在 で あっ て も 、 常に 私 た ちの エネ ルギー を 地 
球 の そば に お く の は 、 少 々 、 耐 え 難 いこ と な の で す 。 


物理 次 元 に は 重力 が 関わ っ て いま す 一 何 か を 落と す と 、 地 面 
に 落ち ます 。 重力 の 原理 で す 。 そこ に は スピ リ チ ュ アル な 重力 も 
あり ます 一 人 間 の 意識 に 近づけ ば 近づく ほど 、 そ れ は より 濃 
く 、 強力 に な り ま す 。 エネ ルギー を そこ に 引き 込み ます 。 エネ ル 
ギー を そこ に 吸引 し ます 。 ブラ ッ ク ホ ー ル が 宇宙 か ら エ ネル ギー 
を 吸引 する の に 似 て いま す 。 人 間 の 意識 は その よう な こと を し ま 
す 。 あな た に も 毎日 、 し て いる の で す が 、 あ な た は あま り に も そ 
れ に 慣れ て いて 、 こ の 意識 の 重力 が 、 さ ら に ずっ と あな た を 引き 
込み 、 そ の 一 部 に し た が っ て いる こと に 、 あ な た を 適合 させ た が 


っ て いる こと に 、 気づく こと さえ あり ませ ん 。 あな た は その すべ 
て か ら 、 抜け 出す の を 学ん で いる の で す 。 主権 を 持つ 存在 に な る 
の を 学ん で いま す が 、 そ れ で も 、 お 分 か り の よう に 、 こ の すべ て 
か ら 切 り 離 す に は 、 い くつ か の 問題 点 が あり ます 。 


で すか ら シ ャ ー ン ブラ 、 私 た ち は 時 々 、 疲 れる こと が あり ます 。 
地球 を うろ うろ する と 、 そう な る の で す 。 私 た ちの エネ ルギー を 
抜き 取る こと が あり ます 。 そこ で トバ イア ス は 、 短 期間 、 休暇 を 
と っ て いま す が 、1 週間 以内 に 戻っ て 来 て 、 皆さん に 2 つの 重要 
な 議題 に つい て 話し ます 一 1 つ は 、「 新 し い エ ネル ギー」 の 
ビジ ネス で す 。 重要 な 議題 で す 。 な ぜ な ら 、 ビ ジネス は 世界 に と 
っ て の 新しい 政府 だ か ら で す 。 ビ ジネス は また 、 世 界 に と っ て 、 
新た な 宗教 に な り ま す 。 私 た ち は た だ 単に お 金 の こと を 話し て い 
る わけ で は あり ませ ん 。 エネ ルギー の 移動 一 エネ ルギー の イ 
ンプ ッ ト 、 ア ウト プッ ト と いう 点 か ら 話し て いま す 。 人間 同 士 の 、 
そし て 最も 重要 な の は 、 国 と 国 と の 相互 関係 で す 。 想像 し 、 創造 
し 、 実現 化す る 能力 の こと で す 。 こ れ が 事実 上 、 ビ ジネス の 核 と 
な る エネ ルギー の すべ て で す 。 


あな た 方 の 多く は 今年 、 初め て 、 こ こ に 、 新しい 、 違う や り 方 で 
入っ て 行き ます 。 トバ イア ス は この 私 た ちがい る 新しい 時 代 に お 
いて 、 ビ ジネス の エネ ルギー が どう 変化 する の か に つい て 話し ま 
す 。 また 、 心 の 健康 に つい て も 話し ます 。 と いう より 、 精 神 の 不 
均衡 に つい て 話 を し ます 。 統合 失調 症 (精神 分 裂 病 ) 、 多 重 人 格 
の 原因 は 何 か ? いわ ゆる 知 的 障害 と 呼ば れる も の に つい て 。 こ 
の よう な も の の 背後 に ある 核 と な る エネ ルギー は 何 か ? それ 
は カル マ に よる も の な の か ? 環境 に よる も の な の か ? 自ら 
に 課 し た も の な の か 、 そ れ と も 外側 か ら 課 され た も の な の か ? 
答 を 見 逃さ な いで 下さ い 。 


私 の 愛す べき 友人 、 ク ツ ミ は 先月 、 や っ て 来 て 、 お そら く あ な た 
方 の 多く が 気づい た 以上 に 深遠 で 予言 的 な 宣言 を し まし た 。「 哲 
学 は 死ん だ 」 哲学 は 実に 古く 、 卑 し むべ き 背 景 を 持っ て いま す 。 
それ は 、 実に 興味 深い 人 間 の 意識 の 進化 に いく ら か 関与 し て きま 
し た が 、 と て も ゆがん だ 信念 に も 関与 し て きま し た 一 人 間 が 
し が みつ いて きた 信念 に 。 あな た が 先程 、 聞い た よう に 、 人 間 は 
計 念 を 適応 させ る と 、 信 念 を 受け 入れ る と 、 そ れ を 実現 化し ます 。 
多く の 場合 、 無意識 の うち に 、 時 に 意識 的 に 。 で も 、 あ な た が あ 
な た の 環境 な の で す 。 あな た の 現実 は 、 あな た が 築い た 信念 体系 
の 結果 で す 。 私 た ち は 、 信念 体 率 な し で いろ 、 と 言っ て いる わけ 
で は あり ませ ん 。 それ は ある 時 点 ま で は 、 ほとん ど 不 可能 な こと 
で す 。 それ は まっ た く 別 の 議論 に な り ま す が 、 で も 、 あ な た は 何 
を 信じ る の を 選び ます か ? あな た は 人 類 の 善良 さ を 信じ る の 
を 選ぶ の か 、 そ れ と も 人 類 の 暗黒 面 を 信じ る の を 選ぶ の で し ょ う 
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か ? すべ て の 人 が あな た に 反感 を 持っ て いる と いう 陰謀 を 信 
じ る の を 選ぶ の で し ょ うか ? ええ 、 そ う で す 。 そ の 通り で す 。 
あな た が その よう な 思い を 持つ の で 、 世 界 が あな た に 陰謀 を 企 

る の で す 。 自ら 何 の 力 も 持た な い 犠 牲 者 だ と 信じ れ ば 、 それ は 本 
当 に な り ま す 。 つま り 、 あ な た は それ くら い 壮 大 な の で す 。 それ 
ほど まで の エネ ルギー の マス ター で ある た め 、 何で も 創造 する こ 
と が で きる の で す 。 あな た は 自分 は た だ の 人 間 に 過 ぎ な い 、 と い 
うこ の 幻想 を 創造 し ます 。 あな た は 幻想 を 創造 し ます 。 死 が どん 
な も の か 分 か ら な い 、 と いう フリ を し ます 。 あな た は 一 ここ 
に 座り 、 ある い は これ を 聞き な が ら 一 自分 の 過去 世 は 分 か ら 
な いと いう フリ を し ます 。 だ か ら 、 分 か ら な い の で す 。 信念 体系 
が すべ て を 作り 上 げ ま す 。 


言 念 体系 は ・ 中 に は 、 よ り 真 実に 近い 、 よ り 合 致し た も の 
も あり ます 。 あな た の 本 当 の 魂 の 情熱 に 、 あな た の 魂 の エネ ル ギ 
ー に 、 より 近い も の も あり ます 。 あな た が 信念 体系 を 適合 させ る 
時 、 ある い は 自ら 何 か を 創り 出す 時 は 常に 、 それ は 工場 の よう な 
も の で す 。 た だ 、 エネ ルギー を 入れ ます 。 あ な た は 小さ な 意識 の 
工場 に 作業 マニ ュ ア ル を 創造 し 、 それ か ら あ な た の 製品 を 、 現実 
を 大 量 生産 し 始め ます 。 信念 体 系 は すべ て で す 。 


あな た 方 の 中 に は 、 信 念 体系 と 格闘 する 人 が いま す 。 た と えば 、 
あな た は それ ら を マイ ンド で 創り 出 そ う と し ます 。 自分 自身 と 戯 
れ て 、 信 念 体系 と は 考え る も の で は な く 、 感 じ る も の だ と いう 。 
あな た は 内 に 入り 、 言い ます 。「 え え 、 私 は 豊か で ある こと を 信 
じ る 。」 それ で も あな た は 、 豊 か さ を 感 じ て い ませ ん 。 世界 は 
ご く 少 数 の 人 が コン トロ ー ル し て いる 、 と あな た は 感じ ます 。 実 
際 そ う で すし 、 他人 に 何 も 与え な い 人 た ち は い ます 。 で も 、 あな 
た は 彼ら と その よう な ゲー ム を プレ ー す る 必要 は な いと 信じ る 
こと も 、 感じ る こと も 忘れ て いま す 。 あな た 独自 の ゲー ム を 創造 
する こと が で きる の で す 。 で すか ら 、 シ ャ ー ン ブラ 、 信念 体系 が 
すべ て な の で す 。 


クツ ミ は この 、 哲 学 は 死ん だ と いう 概念 その も の に つい て 話 を し 
に や っ て 来 ま し た 。 マイ ンド で 遊ぶ こと 、 物事 を 分 析 し て 、 解明 
し よう と する こと 、 ちょ っ と し た 素敵 な 言葉 を 使っ て 、 要する に 
言 念 体系 以外 の 何 物 で も な いも の を 説明 し よう と し まし た 。 も う 、 
それ を 免除 する 時 だ と いう こと 。 手 放す 時 だ と いう こと 。 生 き て 、 
体験 する 時 だ と いう こと 。 あな た を 阻止 する 、 あら ゆる 障害 や 物 
事 で は な く 、 あな た が 選び 、 欲す る も の へ 入っ て 行く 時 で ある と 
いう こと 。 ク ツ ミ は ・・・ 楽し い ク ツ ミ は ・・・ 彼 の エネ ル 
ギー は 実に よく 存在 し て いて 、 今年 中 、 存在 し 続け ます 。 彼 は あ 
な た 方 に イン スピ レー ショ ン を 与え る 存在 に な る で し ょ う ・・・ 
あな た に イン スピ レー ショ ン を 与え る 存在 で す 。 彼 が 実に 得意 な 


こと で す 。 私 より ずっ と 得意 で す 。 私 は 、 シ ャ ー ン ブラ に 対し て 
は 違う 役割 が あり ます 。 そ れ に つい て は すぐ に 話し ます 。 


あな た は 今年 、 何 か を する よう に 求め られ る で し ょ うし 、 お そら 
く チ ャ レン ジ を 受け る で し ょ う 。 今日 、 すでに 足 を 踏み 出し た シ 
ャ ー ン ブラ か とら 先程 話 が あり まし た が 、 バ リ ケ ー ド が あり ます 。 
問題 点 が 浮上 し ます 。 クツ ミ は そこ に いて 、 あ な た 方 に イン スピ 
レー ショ ン を 与え る で し ょ う 。 あな た 方 の チア リー ダー に 、 コー 
チ に な る で し ょ う 。 や る 気 を 起こ し て くれ る で し ょ う 。 イン スピ 
レー ショ ン を 与え る エネ ルギー を も た ら す 助け を する で し ょ う 。 
ちな み に そ れ は 、 た っ た 今 、 あ な た の 周り の いた る と ころ に あり 
ます 。 そ れ を 感じ な い の を 、 統 合 し な い の を 選ん で いる だ け で す 。 
クツ ミ は 、 シ ャ ー ン ブラ に 対し て 今年 は 、 より いっ そう 、 積 極 的 
な 役目 を 担っ て いき ます 。 彼 は この 1 年 の 多く を 、 様々 な 次 元 の 
別 の 領域 で 過ごし 、 物事 の バラ ンス を と っ て きま し た 。 あな た 方 
の スピ リ チ ュ アル な 家族 に 関連 し た 、 大 昔 の あな た の 本 質 に 関連 
し た も の で す 。 新しい 橋 と つなが り を 創造 する 手助け を し て 、 こ 
の あな た 方 の 現実 と 、 あ な た が 現在 、 意識 的 に は 気づい て いな い 
別 の 様々 な 現実 の 両方 に エネ ルギー が 再び 開き 、 流 れる こと が で 
きる よう に 。 も う 彼 の そこ で の ワー ク は 終わ り 、 こ れ ら の 導管 が 
開き 、 いわ ゆる あな た の 本 当 の 自己 が 、 こ の 現実 へ と 流れ る よう 
に な っ た の で 、 彼 は あな た 方 に ンス ピ レ ー シ ョ ン を 与え る 存在 
と し て ここ に いて 、 あ な た 方 と 密接 に ワー ク し て いき ます ・ 
実に 様々 な や り 方 で 、 あな た 方 に 創造 的 な あと 押し を し 、 あな た 
が 自分 の ヴィ ジョ ン を 創造 し 、 強 固 な も の に し て いく 手助け を し 
ます 。 あな た が ワー ク す る うえ で 、 すべ て の も の が 本 当 に どの よ 
うに 作用 する の か 、 と いう こと で 、 より 壮大 な 像 を 見 せ て くれ ま 
す 。 


クア ァ アン ・ イ エン ・・・ クア ァ アン ・ イ エン は と て も 哀 黙 で し た 。 そ 
れ ほ ど 静 か で は な いこ と も あり まし た が 、 大抵 は バッ ク グ ラン ド 
で 静か に し て いま し た 。 ク ァ ン ・ イ エン は 思い や り を 象徴 し て い 
まし た 。 アイ シス の エネ ルギー を 、 女性 の 側面 を 象徴 し て いま し 
た 。 も う あ な た は 女性 性 と 男性 性 を 再び 一 緒 に する こと を 、 自分 
に 受け 入れ た の で 、 彼女 の エネ ルギー を 見 出す で し ょ う 。 それ は 
今年 、 シ フト し 、 変化 する で し ょ う 。 彼女 は 思い や り を 超え て 行 
く で し ょ う 。 思い や り と は 、 も ちろ ん 、 完全 な 受容 で あり 、 敬意 
を 払う こと で す 。 彼女 は あな た 方 と ワー ク し 、 ク リム ゾン ・ カ ウ 
ン シ ル と 協同 し て 、 思いやり の 感覚 を あな た が 理解 で きる よう に 
手助け し て きま し た 。 あな た は 受け 入れ る こと が で きま すか 、 思 
いや り を 持っ て あな た 自身 の すべ て を 受け 入れ る こと が で きま 
すか 一 それ を 拒絶 し よう と する の で は な く 、 葬 り 去 ろう と す 
る の で は な く 、 拒否 し よう と する の で は な く 。 あな た 自身 に つい 
て の すべ て を 、 そ し て あな た の 周り の 世界 の すべ て を 受け 入れ る 
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こと が で きま すか ? 戦争 を 選ん で いる 種族 や 国々 が ある と い 

う の を 、 あな た は 受け 入れ られ ます か ? 戦闘 で 死ぬ の を 選ぶ 人 
た ちがい る の を 受け 入れ られ ます か ? 貧困 に 生き る の を 選ぶ 

人 た ちがい る と いう の を 、 あ な た は 受け 入れ る こと が で きま す 

か ? ええ 、 彼ら は そう し て いま す 。 彼ら は 選ん で いま す 。 思い 
や り と は 、 す べ て の も の を 完全 に 受容 する こと な の で す 。 


クア ン ・ イ エン は 今 、 こ の 新しい 意識 の 時 代 、 こ の 年 、 こ の 思い 
や り と いう 基盤 と と も に 、 あな た 方 と ワー ク し て いき ます 。 そし 
て 今 、 言っ て いま す 。 で は 私 た ち は 何 を する の か ? あな た が 自 
分 自身 を 十 全 に 、 完全 に 受け 入れ た 今 、 他 の 1 人 ひと り の 人 間 に 
対し て 思い や り を 持ち 、 彼ら の 道 に 敬意 を 払い 、 彼ら の 選択 に 敬 
意 を 払っ て いる 今 、 あな た は それ に つい て 何 を する の で し ょ う ? 
この バラ ンス の と れ た エネ ルギー 一 自分 自身 に 対す る 思い 
や り 一 と いう 基盤 を 持っ た 今 、 あ な た は 何 を する の で し ょ 
う ? 次 の ステ ッ プ は 何で すか 、 創造 者 。 あな た は 何 を 選び ます 
か ? あな た は この 1 年 、 ク ァ ン ・ イ ェ ン の その 歌 を 聴く こと で 
し ょ う 。 で は 、 何 を ? と いう 。 あな た は どこ に 行き た い の で 
すか ? どの よう に そこ に た どり 着き た い の で すか ? いっ た 
ん そこ に 着い た ら 、 何 を する の で すか ? 


で すか ら 、 ク アァ アン ・ イ ェ ン 、 ク ツ ミ 、 そ し て も ちろ ん あな た 方 と 
と も に 、 時 に あな た 方 の た め に 新た な 扉 を 開き 続け る 親愛 な る ト 
バイ アス の エネ ルギー の 間 で 。 愛す べき トバ イア ス は 、 祖父 の よ 
うな 、 賢 明 で 、 と て も 愛情 に 満ち た エネ ルギー を 持っ て いま す が 、 
それ で も トバ イア ス は 私 が 出会っ た 存在 の 誰 よ り も 、 意 識 の 扉 を 
壊す 手助け を し ます 。 彼 は 祈り を 退け ます 。 瞬 想 を 退け ます 。 取 
る に 足り な いも の を 退け ます 。 と て も 古い エネ ルギー に 、 古い 信 
念 体系 に 築 か れ た 、 基づい た すべ て の も の を 。 ウエ サク の 仏教 の 
寺院 に 入っ て 行き 、 眼 想 は 終わ っ た 、 も うた くさ ん だ 、 と 言う 人 
は 他 に 誰が いる で し ょ う ? トバ イア ス し か いま せん 。 彼 は 実に 
愛情 に あふ れ た 、 優し い 言い 方 を する の で 、 お そら く 私 は 彼 か ら 
レッ スン を 受け る 必要 が ある か も し れ ま せん 。 人 々 は た だ 、 彼 の 
言う こと に 同意 する の で す 。 で すか ら 、 今年 は 極め て 興味 深い 年 
に な る で し ょ う 。 


この 年 を 、 一 緒 に 呼吸 する こと で 始め まし ょ う 。 この 年 だ け で な 
く 、 こ の 時 代 で す 。 私 た ち が 新しい 時 代 に 入っ て いる こと は 、 時 
に あな た に は 実感 し が た いこ と が あり ます 。 つま り 時 間 は 、 意識 
は 一 それ は すべ て 穏やか な 川 の よう な も の で す ・・・ 川 の 
うねり や 、 底 の 流れ は た だ 互い の 間 を 、 上 を 、 実に 穏やか に 流れ 
過ぎ て 行く の で 、 あな た が 見 て いる の は た だ 、 この 美しい 川 に 過 
ぎ な い の で す が 、 途 方 も な い 変化 と エネ ルギー の 動き が そこ に は 
起こ っ て いま す 。 それ が 現在 、 起こ っ て いる こと で す ・・・ そ 


れ が 現在 、 起こ っ て いる こと で す 。 


で すか ら 、 こ の 新しい 年 を 、 人 類 の 新しい 時 代 を 始め る に あたり 、 
一 緒 に 深呼吸 を し まし ょ う 。 た っ た 今 、 私 が あな た を 連れ て 行 

の を 受け 入れ る な ら 、 シャ ー ン ブラ の グル ー プ と し て 一 緒 に この 
瞬間 に 、 意識 を 拡大 し て 、 私 が 良く 行く 場所 へ 連れ て 行く の を 受 
け 入 れ て 下さ い 。 そこ に は 名 前 は あり ませ ん 。 人 間 の 言葉 で 結び 
付け られ る よう な アイ デン ティ ティ は 持ち ませ ん 。 別 の 次 元 と 呼 
び ま す か 。 特別 な 場所 と 呼び ます か 。 私 は そこ を 「 天 使 の 頂 」 と 
呼ぶ こと が あり ます 。 な ぜ な ら 、 こ の 意識 に お いて は 、 より 大 き 
な 展望 と 視野 を 与え て くれ る か ら で す 。 ほとん ど 、 山 の 山頂 に 立 
っ て 、 下 の 土地 や 村々 を 眺め る の に 似 て いま す 。 拡張 し た 意識 と 
視点 が あれ ば 、 本 来 の 自分 に つい て 、 自分 の 周り の 物事 が どう 進 
行 し て いる の か に つい て 、 ず っ と 違う 見 解 を 得る こと が あり ます 。 


で すか ら 、 そ の 意思 が あれ ば 、 あ な た に 準備 が で き て いて 、 可能 
で あれ ば 、 こ の エネ ルギー を 開き 、 拡げ まし ょ う 。 ちな み に 、 マ 
イン ド で 無理 矢 理 や ら な いで 下さ い 。 そん な こと を する と 、 た だ 
それ を 止め て し まい ます 。 阻止 し て し まい ます 。 た だ 、 流し て あ 
げ る の で す 。 私 た ち は 、 こ ちら 側 で 、 非 物理 的 な 側 で は 、 エ ネル 
ギー と どう や っ て ワー ク す れ ば 良い か 、 分 か っ て いま す 。 深呼吸 
を し て 、 こ の 「 今 」 の 瞬間 か ら エ ネル ギー を 、 私 と 一 緒 に 拡げ て 
下さ い ・ EE 


( 間 ) 


・・・ 様 々 な 次 元 を 抜け て ・・・ 


( 間 ) 


・ こ の 、 私 が 「 天 使 の 頂 」 と 呼ぶ 場所 へ と ・・・ 


そこ に た どり 着く の に 身体 を 離れ る わけ で は あり ませ ん 。 その 必 
要 は あり ませ ん 。 あな た は 自分 の 現実 に に ど ま っ た まま で 、 た だ 
この 新しい 、 違う エネ ルギー へ と 拡がる こと が で きま す 。 この エ 
ネル ギー 一 「 天 使 の 頂 」 一 は 、 あ な た の 人 生 で 起こ っ て 
いる こと に つい て 、 ず っ と 広い 見 解 を 与え ます 。 時 々 、 あ な た は 
実に 自己 完結 的 に な る 傾向 が あり ます 。 自分 を 大 事 に する と いう 
話 を し て いる の で は あり ませ ん 。 自己 完結 的 と いう の は 、 絶え ず 
心配 し た り 、 絶え ず 物 事 を 解明 し よう と し た り 、 絶え ず 分 析 し た 
り 、 苦 し み に 浸 っ た り 、 実 に 困難 で 濃い エネ ルギー に 浸っ た り 、 
哀れ み に 浸る と いう 意味 で 言っ て いま す 。 や り た い 放 題 に する と 
いう こと で は あり ませ ん 。 自分 を 大 事 に する と いう こと で す 。 つ 
まり 、 境 界 線 が 曖昧 な の で す 。 あな た は や り た い 放 題 に な り 、 自 
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分 自身 を 大 事 に する の を 忘れ ます 。 


あな た は 今 、 この 地球 に と ど ま る の を 選び まし た 。 この 進化 の 時 
代 に ここ に いる の を 、 あな た は 選び まし た 。 あな た は あら ゆる 形 
で 自分 自身 を 大 事 に する 必要 が あり ます 。 身体 を 大 事 に し て 下さ 
い 。 物質 的 な 必要 性 を 大 事 に し て 下さ い 。 自分 の 内 側 か ら の 、 そ 
し て 他人 か ら の 愛 の 必要 性 を 大 事 に し て 下さ い 。 で すか ら 、 今日 
の ディ スカ ッ シ ョ ン の た め に 、 あ な た の エネ ルギー を この 違う 見 
解 と いう 場所 へ と た だ 、 拡げ まし ょ う 。 あな た は エネ ルギー の 内 
部 で 身動き が と れ な く な る こと が あり ます 。 それ を 解除 する の は 、 
と て も 、 と て も 困難 で す 。 


さて 、 この エネ ルギー に お いて は 一 繰り 返し ます が 、 マイ ン 
ド は 役に立ち ます が 、 私 た ち は そ こ を 超え て 行き ます 。 私 た ち は 
違う 種類 の 意識 へ 、 認識 へ と 入っ て 行き ます 。 私 た ち は あ な た が 
実に 長い 間 、 感じ た こと も 、 体験 し た こと も な いも の へ と 、 開い 
て いき ます 一 違う や り 方 で 、 新 し いや り 方 で 物事 を や る の で 
す 。 それ が 今日 の 私 た ちの 話 の タイ トル で す 一 新しい エネ ル 
ギー。 新しい や り 方 。 


人 間 は 、 あな た は 一 人 間 全 般 が 一 古い パタ ー ン に と て も 
入り 込む 傾向 が あり 、 彼 ら は 同じ パタ ー ン を 何 度 も 繰り 返し ます 。 
あま り に も 自分 た ちの 古い 課題 に 焦点 を 合わ せ 、 時 に あま り に も 
自己 完結 し て いる の で 、 それ 以上 の こと が 分 か ら な い の で す 。 彼 
ら は 何 度 も 繰り 返し ます 。 わざ わざ 、 立ち 止ま り 、 違う や り 方 が 
ある の で は な いか 、 と 言う こと は 決し て あり ませ ん 。 新しい や り 
方 は ある の だ ろう か ? た だ の 新しい トリ ッ ク で は な く 、 新 し い 
や り 方 は ある の だ ろう か ? 答 は 、 断 固 と し て 、 イ エス で す ! 
私 は 、 ク リス タル に 1 0 万 年 間 、 閉じ 込め られ た この 物語 を 話し 
ます が 、 私 は この クリ スタ ル か ら 抜 け 出 す た め に 、 従来 の 、 古い 
や り 方 を 探し て いま し た 。 私 の トリ ッ ク の バッ グ を 探し て いま し 
た 一 暴力 で や る こと か ら 知 的 な 、 頭 を 使う や り 方 か ら 、 願い 
を か ける こと まで 、 あ ら ゆ る も の を ・・・ その クリ スタ ル の 中 
で 私 は 、 た くさ ん の 祈り を 捧げ まし た 一 た くさ ん の 祈り を 。 
その どれ も うま くい きま せん で し た 。 な ぜ な ら 、 それ ら は 古い ツ 
ー ル で あり 、 古い トリ ッ ク だ っ た か ら で す 。 自分 で ある と 思っ て 
いた も の か ら 完 全 に 抜け 出し 、 新しい 答 を 求め た 時 に 、 私 は や っ 
と クリ スタ ル か ら 抜 け 出し た の で す 。 それ は 神 の も と か ら 来 た わ 
け で は あり ませ ん 。 神 は 私 が クリ スタ ル に 入っ て いた こと に 関心 
を 持ち ませ ん で し た 。 別 の 人 間 か ら 来 た わけ で も あり ませ ん 。 ど 
こ か 別 の 場所 か ら 来 た わけ で は あり ませ ん 。 私 の 古い トリ ッ ク の 
バッ グ か ら 来 た も の で も あり ませ ん 。 それ に つい て 、 私 た ち は さ 
ら に 話 を し ます 。 


で も ここ で 、 この 年 、 あな た 方 が 2 0 0 7 年 と 呼ぶ 年 に つい て 話 
し まし ょ う 。 それ は 「9」 の 年 で す 。 あ な た 方 が 数 秘術 や 占星 術 
や 、 そ の よう な エネ ルギー に 縛ら れ て いる と いう わけ で は あり ま 
せん が 、 それ ら は 確か に 影響 が あり ます 。 それ は ちょ っ と し た メ 
ッ セ ー ジ を 送り 出し ます 。「9」 の 年 一 完結 で す 。 数 に は ・・・ 
ここ で 説明 する の は 難し い の で す が 、 あな た 方 の 3 次 元 の 直接 の 
現実 の 外側 に ある 数 字 も また 、 こ こ で は 役割 が あり ます 。 現在 、 
この 時 期 に 、 数 が 一 緒 に な り 一 数 学 が 一 緒 に な り ま す 。 で す 
か ら 、 こ れ が 「9」 の 年 で ある と いう の に 加え て 、 他 に も た くさ 
ん の 、 いわ ゆる 宇宙 の 数 学 が 発生 に し て いま す 。 こ れ は 現在 、 織物 
の よう な 、 エネ ルギー を 織り 成す よう な も の で 、 あな た が 次 の レ 
ベル へ 入る の を 、 実 に か さわ し くし て くれ ます 。 


「9」 の 年 一 クオ ンタ ム ・ リ ー プ ブ の 年 で す 。 あ ら ゆ る も の が 
急速 に 加速 し ます 。 テク ノロ ジー と いう 点 で 、 エネ ルギー の 動き 
と いう 点 で 、 さ ら に は 意識 と いう 点 で 。 あな た 方 の 地球 で は 、 あ 
ら ゆ る も の が 急速 に 加速 し て いき ます 。 何 か が 発生 し な く て は な 
り ま せん 。 何 か が 変化 し な く て は な り ま せん 。 何 が 変化 する か 、 
と いう の は 、 エネ ルギー が 作用 する 形 、 ま さ に その 人 性質 で す 。 そ 
れ は クオ ンタ ム ・ リ ー プ を 必要 と し ます 。 それ が 究極 に 意識 に 影 
響 を 与え 、 究極 に 創造 に 影響 を 与え 、 究極 に 発明 に 、 地球 上 の 発 
見 に 影響 を 与え を ます 。 で も 、 こ の プロ セス に お いて は 、 特に あな 
た 方 が 「9」 の 年 に 当たり 、 完結 の 数 に 当たる 時 、 あ る 種 の 大 掃 
除 も また 、 も た ら さ れ ま す 。 


さて 、 私 た ち は こ こ 、「 天 使 の 頂 」 か ら 、 こ の 見 解 か ら 、 世 界 を 
眺め 、 意識 と 人 類 を 眺め て いま す 。 何 が 見 える で し ょ う ? 私 た 
ち が 見 る に 、 まず 第 一 に 、 ほとん どの 人 間 は 、 進行 し て いる こと 
に 気づい て さえ 、 いま せん 。 彼ら は た だ 、 生き 延び て いる だ け で 
す 。 あま り に も 自己 完結 し て いま す 。 自ら の 犠牲 者 意識 に 、 限界 
に 、 あま り に も は まり 込ん で いて 、 何 が 起こ っ て いる の か 、 気 づ 
く こ と さえ 、 あり ませ ん 。 中 に は 何 か を 感じ る 人 も いま す 。 うす 
うす 、 何 か を 感じ て いま す 。 何 か が 変化 し て いる の が 分 か り ま す 。 
で も 、 通常 、 起こ り が ちな の が 、 それ を 悪い 兆し と と ら え る こと 
で す 。 つま り 、 人 間 は 何 か を 感じ る ? と 、 それ を 悪い 兆し と と ら え 
る の で す 。 その フィ ー リ ング に 抵抗 し よう と し ます 。 フィ ー リ ン 
グ は 多く の 場合 、 居心地 の 悪い も の と し て 入っ て 来 ま す 。 お そら 
く は 大 き な ス トレ ス を 感じ た り 、 いく つか の 信念 体系 を 、 フ ィ ー 
リン グ を 感じ ます 。 フィ ー リ ング は 多く の 場合 、 居心地 の 悪い も 
の と し て 入っ て 来 ま す 。 フ ィ ー リ ング を 感じ る と 、 人 は それ を い 
つも 、 い わ ゆ る 闇 や 外側 の エネ ルギー と 同一 視 し ます 。 な ぜ な ら 、 
彼ら は 感じ な いよ うに 訓練 され 、 プロ グラ ム さ れ て きた か ら で す 。 
で すか ら 、 そ の フィ ー リ ング を 押し 込め よう と し ます 。 ここ 、「 天 
使 の 頂 」 で 座り 、 人 類 を 眺め て いる と 、 ほとん どの 人 た ち は 気 づ 
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いて さえ いま せん 。 それ は いい の で す 。 私 た ち は 彼 ら が そう し て 
いる こと に 敬意 を 払い ます 。 で も 、 ここ に シャ ー ン ブラ と 呼ば れ 
る グル ー プ が いま す 。 ずっ と 前 に 、 何 か 違う も の を 求め 、 さ ら な 
る も の を 求め 、 自 分 自身 の 内 側 に 薔薇 の 果実 を 再び 発見 する の を 
求め 、 こ の 変化 の 時 を 求め た 人 た ち で す 。 


で すか ら 現 在 、 こ れ だ け の 原動力 が 働い て いま す 。「 新 し い エ ネ 
ルギー」 は 今 、 地球 に や っ て 来 始 め て 、 最初 に それ を 使う 意思 の 
ある 人 た ち が 利 用 で きま す 。 私 た ち は 宗 教 に つい て 、 政府 に つい 
て 、 神 や 、 そ の よう な あら ゆる も の と の 関係 に つい て 、 と て も た 
くさ ん の 古い 信念 体系 を 持っ て いま す 。 私 た ち は こ の 「 天 使 の 頂 」 
に 座り 、 下 を 眺め て 言い ます 。「2 0 0 7 年 は 、 衝 突 の 年 で す 。 
衝突 の 年 で す 。」 さて 、 そ れ は 多種 多様 な 形 で 現れ る で し ょ う 。 
つま り 、 あ な た 方 は 、 長い 間 、 互い に 対立 する エネ ルギー を 持っ 
て きま し た が 、 それ が 人 間 の 現実 の 基本 的 な 性 質 で す 一 二 元 
性 の 一 対立 する エネ ルギー で す 。 これ ら の エネ ルギー は 、 常 
に 互い に 対立 する こと で 、 ある い は 反応 し あう こと で 自分 た ち を 
発見 し よう と し て きま し た 。 あ な た 方 の 中 に は 、 な ぜ 、 地球 上 に 
平和 が 訪れ な い の か 、 不思議 に 思う 人 も いま す 。 な ぜ な ら 、 あ な 
た 方 は 二 元 性 を 持っ て いて 、 二 元 性 は 対立 を 生み 出す か ら で す 。 
幼い 子供 た ち が ど ん な 風 だ か ご 存 知 で すね 一 2 人 の 幼い 子 
供 を 一 緒 に し て お く と 一 2 人 の 5 歳児 を 、 す る と 彼ら は し ば 
らく の 間 、 一 緒 に 遊び 、 相手 の 中 に 、 自分 自身 に つい て の 何 か を 
発見 し ます 。 けれ ども も っ と 時 間 が た つと 、 彼ら は 大 抵 、 喧嘩 を 
始め ます 。 それ は エネ ルギー が 衝突 し て いる の で あり 、 エネ ル ギ 
ー が 自ら を さら に 発見 し よう と し て いる の で す 。 で すか ら 子 供 た 
ち は 喧 嘩 し ます 。 喧嘩 が 間違っ て いる と いう こと で は あり ませ ん 。 
彼ら は 発見 の 段階 、 局面 に いる の で す 。 発見 で す 。 子供 た ち は 遊 
び 、 何 か を 発見 し まし た 。 そし て 彼ら は 喧嘩 し て 、 さ ら に 発見 し 
ます 。 彼 ら は 喧嘩 する の に 飽き ます 、 本 当 で す 。 喧嘩 に 飽き て 、 
いわ ゆる ある 種 の 平和 的 な も の へ 、 受容 へ と 入り ます 。 エネ ル ギ 
ー が 作用 する 自然 な 形 で す 。 


あな た は 自分 の 内 側 で 、 そ の よう に 作用 する の を 永 壇 と も 言え る 
数 々 の 生涯 を 通じ て 、 さ ら に は この 生涯 で も 見 て きま し た 。 まず 
遊び ます 。 自分 自身 を 探求 し て 、 それから さら な る 深み を 求め た 
時 、 自分 自身 と 分 裂 し 、 闘い ます 。 最終 的 に それ に うん ざり する 
地点 まで 。 自分 自身 を 受容 する 地点 に 至り 、 それ に より 、 エネ ル 
ギー が 相互 関係 を 完全 に 変え る の を 可能 に し ます 。 それ が 、 エネ 
ルギー が 、 この 二 元 性 と 呼ば れる も の を 払 し ょ くす る の を 可能 に 
し ます 。 男性 性 と 女性 性 が 元 に 戻り 、 一 緒 に な る の を 可能 に し ま 
す 。 闇 と 光 を 再 統合 させ て くれ ます 。 あら ゆる も の の 受容 を 可能 
に し ます 。 これ ら の エネ ルギー が その よう な 受容 の 地点 に ある 時 
は 、 古い や り 方 に 疲れ きっ て いる の で 、 喜ん で 新しい も の へ と 入 


つっ て 行き ます 。 その 時 こそ 、 本 物 の 創造 が 、 本 物 の 創造 性 が 、 本 
当 に 前 線 へ と 戻り 始め る の で す 。 


で も 私 た ち が 見 る に 、 人 間 全 般 は 一 衝突 で す 一 今年 は 、 
衝突 の 年 で す 。 教会 が た と えば 、 互い に 衝突 する の を 見 る で し ょ 
う 。 人 類 の 歴史 上 、 彼ら は ここ し ば らく 、 少し 礼儀 正しく し よう 
と し て きま し た 。 互い の 信念 体系 を 尊重 する フリ を し な けれ ば な 
ら な か っ た の で す が 、 基本 的 に は 、 他 の 人 た ち を 陰 で は 、 の の し 
り 、 悪態 を つき 、 冷笑 し て いま し た 。 自分 た ち が 正しい と 感じ て 
いま し た 。 その 裏 に は 神 の 正義 が ある と まで 思っ て いま し た 。 他 
の 宗教 に 対し て 、 神 は 1 つの 宗教 に な っ て いま し た 。 し ば らく は 
自制 し て きま し た が 、 今年 は 秘密 が 暴露 され る で し ょ う 。 エネ ル 
ギー は 衝突 し ます 。 新しい (ロー マ ) 法王 に 最近 、 そ の 徴候 を 見 
まし た が 一 ちょ っ と 滑ら せ た の を 。 何 が 起こ っ た の で し ょ 
う ? 火 が つけ られ ます 。 火 は 消し 止め られ まし た が 、 一 時 的 な 
も の に 過ぎ ませ ん 。 


エネ ルギー は 衝突 し ます 。 な ぜ な ら 、 そ うい う も の だ か ら で す 。 
エネ ルギー は 、 こ の よう な 衝突 に より 、 互 い に つ いて 学び ます 。 
政府 や ビジ ネス の よう な も の に 関し て 、 エネ ルギー の 衝突 が 起こ 
る で し ょ う 。 それ は 、 日 常 的 な 人 間 の 生活 に トリ クル ダウ ン 効 果 

(徐々 に 浸透 する 効果 ) と で も 言う も の を 引き 起こ す で し ょ う 。 
人 々 は 、 自分 の 信念 体系 の 間 で 衝突 する で し ょ う 。 典型 的 な 人 間 
は 、 常に お よそ 3 7 0 万 の 主要 な 信念 体 率 を 持っ て いま す 。 私 は 
これ を 研究 し た こと が あり ます 。 私 は それ を 監視 し まし た し 、 こ 
ちら 側 に は 特別 に それ を 観察 する 存在 た ちがい ます 。 あな た 方 の 
その 脳 の 中 に は 、 常に 3 7 0 万 の 信念 体系 が 存在 し て いま す 。 あ 
な た 方 は これ だ け の 様々 な 信念 体系 を 区 分 する と いう 、 驚 くべ き 
能力 を 持っ て いて 、1 回 に 必要 な 1 つ 、2 つ 、3 つ 、4 つ の 適切 
な も の を そこ か ら 引 き 出し て いる の で す 。 あな た は 絶え ず 、 特定 
の 目的 に か な っ た 信念 体系 を 出し た り 入 れ た り し て いま す 。 3 7 
0 万 の 主要 な も の の 裏 に は 、 と て も 多く の 二 次 的 な も の が あり ま 
す 。 それ は ほとん ど 、 無限 に 、 あ る い は むか つく まで に 、 と で も 
言い まし ょ うか 、 続 いて いき ます 。 


この よう な 信念 体系 は 、 エネ ルギー の パケ ッ ト で あり 、 その エネ 
ルギー の パケ ッ ト は 、 長い 間 、 抑圧 され て きま し た 。 エネ ルギー 
の パケ ッ ト は 現在 、 現れ て き て いま すし 、 個人 の 内 側 に 現れ て い 
ます 。 彼ら の 内 な る 信念 体系 の 間 に 衝 突 が 起こ る の を 見 る で し ょ 
う 。 何 が 正しく 、 何 が 間違っ て いる か 、 と いう 信念 体系 。 たとえ 
ば 、 物理 学 が どう 作用 する か 、 と いう よう な 信念 体系 。 自分 た ち 
の 身体 や 食べ 物 や 、 そ の 他 の 信念 体系 。 私 同様 、 あ な た 方 も ご 存 
知 の よう に 、 信念 体系 が 衝突 する と どう な る で し ょ う 。 爆発 を 引 
き 起こ す の で は な いで し ょ うか 。 


あな た 方 は これ を 見 る で し ょ う 。 実に 広く 目 に する で し ょ う 。 何 
度 も 繰り 返し 、 この 衝突 と いう 言葉 を 見 る で し ょ う 。 あな た の 周 
り の 世界 で 見 る で し ょ う 。 戦闘 と は 少し 違い ます 。 対立 と は 少し 
違い ます 。 対立 と いう 言葉 は 、 衝突 と いう 言葉 に 比べ る と 適切 で 
は あり ませ ん 。 あ な た 方 は 今年 、 自 分 の 周り の 世界 で 、 意識 が 意 
識 と 衝突 する の を 見 る で し ょ う 。 そし て 、 それ が どう 、 実現 化す 
る か を 見 る で し ょ う 。 それ は 実に シン プル で 、 象徴 的 な 性 質 で 実 
現 化 し ます 。 た と えば 、2 人 台 の 車 が 衝突 する 、 と いう よう に 。 そ 
れ は 、 自分 の 内 側 に 実に 相反 する 信念 体系 を 持っ た 2 人 の 人 が 互 
い に 惹 きつ けら れる 、 と いう よう な 形 で 実現 化し ます 。 彼ら は 過 
去 世 で 一 緒 だ っ た こと は な いか も し れ ま せん 。 互い に 見 知ら ぬ 人 
で 、 特 に エネ ルギー 的 な つなが り も な いか も し れ ま せん 。 で も 、 
彼ら は どちら も 衝突 の コー ス に 乗っ て いて 、 互い を みつ け 、 実に 
基本 的 な レベ ル で ぶつ か り ま す 一 交通 事故 で す 。 


今年 、「 持 て る 者 」 と 「 持 た ざる 者 」 の 間 に 衝突 が 起こ る の を 見 
る で し ょ う 。「 持 て る 者 」 は さら に 持つ で し ょ う 。「 持 た ざる 者 」 
は 、 持た な く な る で し ょ う 。 この 2 つの グル ー プ が 独自 の 衝突 の 
コー ス で 一 緒 に な る の を 見 る で し ょ う 。 現在 、 世界 は 、「 持 て る 
者 」 が より 享受 し 、「 持 た ざる 者 」 が さら に 持た な く な る よう に 
設定 され て いま す 。 な ぜ な ら 、 信念 体系 が 、 エネ ルギー が どう 流 
れる か を 指図 し 、 形成 し 、 創造 する か ら で す 。 で すか ら 、 そ の エ 
ネル ギー に さら な る 分 離 を 見 る で し ょ う 。 や っ と それ ら が 一 緒 に 
な る と 思っ た 時 に ・・・ ある 意味 で 、 あ な た は 分 離 を 見 る こと 
に な り ま す が 、 ど ん な も の で あれ 分 離 を 見 る 時 は 常に 、 それ が 輪 
ゴム の 両端 の よう な も の だ と いう の を 理解 し て 下さ い 。 それ ら は 
分 離し て いま す が 、 何 が 起こ っ て いる か と 言う と 、 ぶつ か り 、 再 
び 一 緒 に な る た め に 、 は ずみ を 、 勢い を つけ て いる の で す 。 それ 
が 、 あな た が 今年 、 世界 中 に 見 る も の で す 一 エネ ルギー の 和 
突 で す 。 


自然 は 独自 の や り 方 で エネ ルギー を 衝突 させ ます 。 お お むね 、 目 
的 を か な える た め に 、 人 類 に 奉仕 する た め に 。 今年 、 そ の いく つ 
か を 見 る で し ょ う 。 すでに この 年 が 始ま る に あたり 、 あな た は 奇 
妙 な 、 た だ な ら ぬ 天候 パタ ー ン に 気づい て いま す 。 私 た ち は 必 ず 
し も 、 大 惨事 と いう こと を 話し て いる の で は あり ませ ん 。 世界 が 
終わ る シナ リオ に つい て 話し て いる わけ で は あり ませ ん 。 私 た ち 
が 話し て いる の は 、 分 離し て きた エネ ルギー、 ほとん ど 人 工 的 に 
互い か ら 引 き 離 され て 、 引っ 張ら れ た エネ ルギー で す 。 それ は 今 
ー 「 ヒ ュー」 (アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン が 輪ゴム が 跳 
ね 返る 時 の 音 を 出す ) 一 それ ら が 引か れ て 、 衝 突 す る の で す 。 


エネ ルギー の 衝突 は 、 い くつ か 実に 興味 深い こと を 引き 起こ し ま 


す 。2 つ の 要素 が 自ら を 再 評価 せ ざ る を 得 な くさ せま す 。 例 を 挙 
げた ほう が 良い で し ょ う 。 た と えば 、 光 と 聞 で す 一 ほとん ど 
の グル ー プ が 踏み 込む こと すら な い テ ー マ で す 。 彼ら が 聞 に つい 
て 話 を する こと は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 光 が すべ て だ か ら で す 。 
も し 聞 に つい て 話せ ば 、 う っ か り し て 闇 を 惹き つけ て し まい 、 間 
に 乗っ 取ら れる の で は な いか と 感じ て いま す 。 その よう な 種類 の 
言 念 体系 それ 自体 が 、 信 念 体系 その も の の 虚偽 を 理解 させ て くれ 
る は ず で す 。 


間 と 光 は 長い 間 、 分 離し て きま し た 。 それ は また 、 いわ ゆる 正 と 
負 の エネ ルギー で も あり ます 。 ト バイ アス は これ に つい て 、 徹底 
的 に 話 を し て きま し た 一 それ が 本 当 は 何 な の か 、 本 当 は 何 を 
表し て いる の か 。 で も 、 集合 意識 と いう 点 か ら 言 えば 、 それ ら は 
分 離し て きま し た 。 互い を 非難 し 、 特に 光 の エネ ルギー は そう で 
し た 一 闇 に 向け て 指 を 振り 、 そ れ が いか に 悪い も の な の か 、 
どれ ほど 邪悪 な も の な の か 、 地 球 全 体 か ら 拭い 去ら ね ば な ら な い 
の だ 、 と 。 分 離 は 、 極 は さら に 極まっ て いき ます 。 ほとん ど 、2 
つの エネ ルギー の 要素 を 、 ス リン グ シ ョ ッ ト (小石 な ど を 飛ば す 
パチ ンコ ) の 閉じ た 輪 に 入れ る よう な も の で す 。 光 を スリ ング シ 
ョ ッ ト の 一 方 の 端 に 装着 し て 、 間 を も う 一 方 に 装着 し 、 それ を 引 
っ 張り 続け ます 。 限界 まで 引っ 張り ます 。 遅かれ 早かれ 、 そ れ は 
屈する 必要 が あり ます 。 特に 私 た ち が 新 し い 時 代 へ 入る と 、 屈し 
ます 。 それ は 現在 、 起こ っ て いる ある 種 の スピ リ チ ュ アル な 、 知 
的 な 数 学 と と も に 屈し ます 。 こ れ が 、 「 屈 する 」 地 点 で す 。 切れ 
ます 。 こ れ 以 上 、 分 離 を 続け る こと は で きま せん 。 エネ ルギー が 
互い へ と 戻り ます 。 大 急ぎ で 入っ て 来 ま す 。 その プロ セス に お い 
て 、 互 い に 変 化 させ 、 減 ぼ す の だ と いう 決意 を いく ぶん 、 持 っ て 。 
そし て 、 衝 突 し ます 。 


する と 、 変化 へ の 本 当 の 可能 性 が 出 て きま す 。 本 当 の エネ ルギー 
の 爆発 が 、 実に 古い 、 行き 詰まっ た エネ ルギー や 信念 体系 を 一 掃 
し て くれ ます 。 か つて な か っ た よう な 可能 性 が 出 て きま す 。 可能 
性 は 気づか れ な いま ま に な る こと も あり ます 。 誰 も が 爆発 に 注意 
を 向け 、 可 能 性 の こと を 忘れ て し まう か も し れ ま せん 。 誰 も が 、 
誰が 正しく 、 誰が 間違っ て いる か 、 に 注意 を 向け る か も し れ ま せ 
ん 。 光 が そ れ を し た の か 、 それ と も 間 が し た の か ? ある 特定 の 
国 が この 問題 を 創り 出し た の か 、 そ れ と も 別 の 国 な の か ? それ 
を 創り 出し た の は 、 家 族 の 誰か な の か 一 配偶 者 な の か 

ー ? で すか ら 、 あ まり に も 多く の 注意 が 、 過失 に 向け られ ま 
す 。 こ れ も ま た 、 こ の 自己 完結 する 、 と いう 概念 その も の で あり 、 
全体 像 を 見 な いと いう こと で す 。 全体 像 と は 、 エネ ルギー が も は 
や 、 分 離 に 耐え られ ず 、 限界 まで 引っ 張ら れ て 、 元 に 戻る と いう 
こと で す 。 そ し て 衝突 の 瞬間 、 た くさ ん の こと が 起こ り 得 ます 。 


2 つの 相反 する 要素 が 互い に ぶつ か り 元 に 戻る 際 の 衝突 に お い 
て 、 新しい エネ ルギー の 道 す じ が 創 ら れ ま し た 。 エネ ルギー 的 な 
道 す じ で あり 、 それ は 違う 次 元 に 存在 する エネ ルギー が 入る の を 
可能 に し ます 。 次 元 に 対す る 現在 の 理解 は 、 現在 の 意識 は 、 実に 
と て も 粗 削 りな も の で す 一 と て も 粗 漠 り で 、 と て も 初歩 的 で 
す 。 多 く の 人 間 は 単純 化し て 見 ます 一 つま り 、3 次 元 が あり 、 
4 次 元 が あり 、5 次 元 と いう よう に 。 そ の よう に は 作用 し ませ ん 。 
次 元 と いう の は 、 驚く べき も の で す 。 それ は 流れ で す 。 エネ ル ギ 
ー の 渦 で す 。 人 間 の 信念 体系 や 意識 に より 、 構 造 化 さ れ な い 限 り 、 
次 元 と いう の は 、 必 ず し も 限界 や 境界 を 知り ませ ん 。 


で も ここ で 何 が 起こ る か と 言う と 、 エネ ルギー の 衝突 が 、 実に 深 

遠 な 形 で 起こ り ま す 。 こ れ を 、 意識 の 衝突 が 起こ る の だ 、 と 呼び 

まし ょ う 。 その 衝突 の 瞬間 が 、 外側 か ら 、 別 の 次 元 か ら 新 し い エ 

ネル ギー が も た ら さ れる 可能 性 を 秘め て いま す 。 これ は 、 あな た 

の 個人 的 な も の か も し れ ま せん 。 他 の 人 た ちと の 交友 や 、 グル ー 

プ と し て の あな た か も し れ ま せん 。 シャ ー ン ブラ か も し れ ま せん 。 
人 類 全 般 か も し れ ま せん 。 衝突 が 起こ り ま す 一 新しい エネ ル 

ギー が まさ に その 時 、 ま さ に そこ に 入っ て 来る 可能 性 を 秘め て い 

ます 。 


意識 の 要素 が 衝突 する こと に よる この 爆発 に お いて 、 も う ひ と つ 
の 可能 性 は 、 古 い 構 造 を 一 掃 す る と いう 可能 性 で す 一 抑圧 さ 
れ 、 隠 され 、 葬り 去ら れ 、 し まい 込ま れ 、 ゆ が め ら れ 、 お と し め 
られ た 、 この よう な すべ て の エネ ルギー を 。 ここ で 美しい 瞬間 が 
起こ っ て いま す が 、 その 瞬間 は 、 ほとん どの 人 間 か ら 気づか れ な 
いで いま す 。 な ぜ な ら 、 繰り 返し ます が 、 彼ら が 焦点 を 合わ せ て 
いる の は 何で し ょ うか ? 衝突 と いう ドラ マ で す 。 私 た ち は こ こ 
で 説明 し ます が 一 彼ら は 火災 に 焦点 を 合わ せ て いま す 。 地震 
に 焦点 を 合わ せ て いま す 。 ド ラマ に 焦点 を 合わ せ て いま す 。 それ 
は TV で 見 る こと が で きま す 。 彼ら は 誰か の も と へ 行き 、 マ イク 
を 口 に あて ます 。 「 あ な た の 自宅 周辺 が 吹き 飛ば され た こと に つ 
いて 、 ど う 感 じ ま す か ?」 ドラ マ で す ・・・ 彼ら が 見 て いな 
い の は 、 この 美しい 衝突 の 瞬間 が 起こ り 、 それ が 前 例 の な い エ ネ 
ルギー の 交換 を 始動 し た と いう こと で す 。 まっ た く 新 し い レ ベル 
へ と シフ ト す る た め の 前 例 の な い 能 力 で す 。 それ は クオ ンタ ム ・ 
リー プ を 始動 し ます 。 そ れ が 今年 、 起こ る こと で す 一 衝突 
ー あら ゆる 場所 で 。 


悪い 衝突 で ある 必要 は あり ませ ん 。 衝突 と いう の は 、 この よう な 
エネ ルギー が 互い に 向け て 急い で 戻っ て 来る の を 意味 する こと 
が あり ます 。 あな た 自身 の 男性 と 女性 の エネ ルギー を 見 て 下さ い 。 
それ ら は 長い 間 、 離れ て きま し た 。 ビー チ の 美しい シー ン に 良く 
似 て いま す 。 太陽 が 沈ん で いき ます 。 波 が ゆっ くり と 打ち 寄せ ら 


れ ま す 。 彼女 は 片方 の 端 に いて 、 彼 は も う 片 方 に いま す 。 互い に 
気づき ます 。 彼 ら は 走り 出し ・・・ 砂浜 を 走り 抜け て 、 再 び 、 
互い の 腕 の 中 に 行き ます 。2 つの こと が 起こ り 得 ます 。 彼ら が 一 
緒 に な る 時 、 互い の も と に た どり 着き 、 衝突 の 瞬間 、 意識 的 な 再 
結合 の 瞬間 、 互い の 頭 を 激しく 引っ ぱた く こ と も で きま す 。2 人 
と も 意識 を 失い 、 地面 に 倒れ こみ 、 再び 起き 上 が り 、 互い の 名 を 
叫び な が ら 相 手 の 顔 に 砂 を か ける こと も で きま す 。 ある い は 、 互 
い の 腕 の 中 に 優雅 に 倒れ こむ こと も で きま す 。 互い の 肌 に 抵抗 を 
感じ な いく らい 、 優雅 で いら れる こと も で きま す 。 骨 と 骨 が ぶつ 
か っ て 音 を 立て る こと も あり ませ ん 。 た だ 、 互い の 中 へ 、 エネ ル 
ギー を その まま 、 滑 り 込 ませ る の で す 。 そ れ も ま た 、 衝 突 で す 。 
相反 する エネ ルギー の エネ ルギー 的 な 衝突 で す 。 


つま り 、 ド ラマ が な く て は な ら な い 、 と いう こと で は あり ませ ん 。 
混 池 や 苦痛 、 苦し み が な けれ ば な ら な い 、 と いう こと は あり ませ 
ん 。 互い の も と に 戻り 、 そ の 衝突 の 瞬間 に 一 意識 の 衝突 一 
その 瞬間 に も 、 可能 性 が 築 か れ ま す 。 エネ ルギー の 爆発 が 、 す べ 
て の 痛み を 、 苦痛 を 、 苦し み を 、 分 離 の 涙 を 洗い 落と すこ と が で 
きま す 。 何 年 に も わた る 、 いく つも の 生涯 に わた る 悪 習 を 取り 払 
うこ と が で きま す 。 傷 や 傷跡 、 様々 な 層 の 堆積 を 取り 払う こと が 
で きま す 。 も は や 必要 で な い 、 新しい 本 質 の 役に立た な いす べ て 
の も の を 取り 払う こと が で きま す 。 


で すか ら 、 そ の 美しい 瞬間 を 、 衝 突 を ・・・ その 瞬間 を 、 私 た 
ち は た だ 、 フ リー ズ (静止 ) し ます 。 つま り 、 互い の エネ ルギー 
が ぶつ か り 合 いま し た 。 そ れ ら は 再び 融合 し 、 再び 統一 し 、 今 、 
この 一 それ を 衝突 の エネ ルギー の ボー ル と 呼び まし ょ う 。 そ 
れ は 実に 優雅 な も の に な り 得 ます 。 互い に ぶつ か り 合 っ た 男性 と 
女性 の エネ ルギー の 美しい 融合 の 、 この ボー ル は 一 それ が ま 
さ に キー と な る ポイ ント で す 。 光 と 間 は 、 互い に 衝突 し あい まし 
た 。 その 2 つ は 、 深み を 、 輝き を も た らし ます 。 あら ゆる も の を 
も た らし ます 。 彼 ら は 衝突 し まし た 。 た だ 、 こ こ で フリ ー ズ し て 、 
その 瞬間 を 止め て み ま し ょ う 。 そ の エネ ルギー を 感じ て 下さ い 。 
それ が 混 沖 で ある 必要 は あり ませ ん 。 壊滅 で ある 必要 は あり ませ 
ん 。 有害 で あっ た り 、 苦痛 で ある 必要 は あり ませ ん 。 こ の エネ ル 
ギー の ボー ル を 見 て みて 下さ い 。 なぜなら 、2 つ の 要素 が 戻り 、 
一 緒 に な る こと で 、 た っ た 今 、 こ こ に 含ま れ て いる の は 、 衝突 し 
あっ た 時 、 爆 発 が 引 き 起こ され 、 エ ネル ギー の 燃料 が 創り 出さ れ 、 
それ が 今 、 そ の 内 側 に 無数 の 新しい 可能 性 を 創造 し て いる の で す 。 
それ は ある 種 、 子宮 一 創造 の 子宮 一 で あり 、 エ ネル ギー 
同士 の 衝突 、 再 結合 に より 発生 し まし た 。 この 美しい 瞬間 に 、 ち 
な み に 、 ど ん な 時 で も それ を 少し の 間 、 一 時 停止 し た り 、 静止 す 
る こと が で きま す 。 新しい 様々 な 可能 性 が 創造 され て いる と 感じ 
た ら 、 独立 し た 、 あるいは 個々 の エネ ルギー が 単独 で 変え る こと 
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の で きる 可能 性 の 数 に は 限界 が あっ た と いう こと で す 。 分 離し て 
いた 時 は 、 互い に 調和 し て いな か っ た 時 に は 。 で も 、 互い が 衝突 
する と 、 そ の 可能 性 は 、 ほ と ん ど 無 限 に な り ま す 。 


「 古 い エ ネル ギー」 に お いて は 、 あ な た は 常に 一 定 の 数 の 可能 性 、 
ある い は 選択 を 携え て いま し た 一 あな た の キャ リア や 他 の 
人 た ちと の 間 に 何 が 起こ る か 、 と いう 可能 性 で す 。 けれ ども 、 あ 
な た は 制限 され た 信念 体系 や 意識 に あっ た た め 、 人 生 で 起こ る 可 
能 性 の 数 に は 限界 が あり まし た 。 で すか ら 、 いわ ゆる リー ダー や 
サイ キッ ク と いう 人 た ちがい た の で す 。 彼ら が し て いた の は 、 あ 
な た の 潜在 的 な 可能 性 を 読む こと で し た 一 数 に は 限界 が あ 
り ま し た が 一 可能 性 の 数 は 制限 され て いま し た が 、 彼 ら は あ 
な た の 可能 性 の フィ ー ル ド を 読ん で いま し た 。 し か し それ は 、 制 
限 さ れ た も の で し た 。 と て も 古い エネ ルギー 的 な 、 数 学 的 、 ス ピ 
リ チ ュ アル な 鋳型 、 ある い は プロ セス に 基づい て いま し た 。 あな 
た に 利用 で きる の は 、 限 られ た 数 の も の で し た 。 な ぜ な ら 、 あ な 
た は 限ら れ た 意識 の 中 で 機能 し て いた か ら で す 。 で も 今 、 エ ネル 
ギー が 衝突 し ます 。 それ は 個々 の エネ ルギー が 単体 で 持っ て いた 
すべ て の 可能 性 を 変え ます 。 


た と えば 、 光 は 一 私 た ち は この 実に 基本 的 な 例 を 使い ます が 
ー 光 の エネ ルギー の 場合 で す 。 それ が た と えば 、 その 信念 に 基 
づい て 、 エネ ルギー の イン プッ ト 、 エネ ルギー を アウ ト プ ッ ト す 
る 能力 に 基づい て 、 その 直接 の 可能 性 の フィ ー ル ド に 、5 0 0 の 
可能 性 を 持っ て いる と し ます 。 その スペ クト ル の も う 一 方 の 端 に 
ある 痢 の エネ ルギー も また 、 その 基盤 に 5 0 0 の 可能 性 を 持っ て 
いる と し ます 。 ここ で 数 を 引き 合い に 出さ な いで 下さ い 。 ここ で 
は 私 は 、 例 を 挙げ て いま す 。5 0 0 の 主要 な 可能 性 か ら 選 べ ま す 
ー 実に 限ら れ た 数 で す 一 極め て 限ら れ て いま す 。 5 00 の 
可能 性 と いう の は 、 何 も な いも 同然 で す 。 1 つ ひ と つの 可能 性 が 
違う シナ リオ 、 違う ルー ト 、 違う 道 で す 。 1 つ ひ と つの 可能 性 は 
一 定 の 量 の 、 し か し 限ら れ た 量 の 遂行 する エネ ルギー を 抱え て い 
ます 。 それ ぞ れ の 可能 性 を ある 種 の 泡 だ と 見 れ ば 、 それ は 燃料 電 
池 で も あり ます 。 それ は 基本 的 に 、3 次 元 の 現実 に お いて 実現 す 
る に は 、 最 も 実行 可能 な 道 で す 。 


さて 、 あ な た に は 5 0 0 の 可能 性 を 持つ 光 の 意識 の エネ ルギー と 、 
5 0 0 を 持つ 間 の 意識 の エネ ルギー が あり ます 。 今 、 それら は 互 
い に ぶ つか り 合 いま す 。 可能 性 の 合計 よい くつ に な る で し ょ う ? 
1 0 0 0 で は あり ませ ん 。 5 0 0 の 二乗 で も あり ませ ん 。 そ れ は 、 
現在 の 人 間 の 数 学 で は 言及 され て いな い 数 で あり 、 理 解 も か な わ 
な い 数 字 で す 。 そ れ は 潜在 的 に 何 百 万 、 何 十 億 と いう 可能 性 で す 。 
興味 深い の は 、 可能 性 は 単なる 鏡 で も な く 、 古い 可能 性 を 基盤 に 
し た エネ ルギー の 延長 で も な いこ と で す 。 2 つの 意識 の 要素 の 衝 


突 の 周辺 で 創 られ た 新しい 可能 性 は 、 それ 自体 が クオ ンタ ム ・ リ 
ー プ で す 。 それ は 間 と 光 、 いずれ か の 要素 が 単独 で 知っ て いた も 
の を 超え て 行く の で す 。 この 衝突 の エネ ルギー は 、 た っ た 今 、 ク 
オン タム ・ リ ー プ へ と 入り まし た 。 それ が 、 こ の 年 が 地球 上 の す 
べ て の 人 に と っ て どん な も の か 、 と いう も の で す 。 


それ は 物理 学 で す 一 いわ ゆる スピ リ チ ュ アル な オー ラ 、 全 宇 
宙 的 な 物理 学 が 起こ っ て いま す 。 必ず し も 信念 体系 で は あり ませ 
ん 。 それ は た だ 、 そ うな の で す 。 あ な た 方 は その よう に し て 宇宙 
を 構築 し 、 物理 的 形態 を も た らし て きま し た 。 ここ で この 泡 の 中 
で 発生 する 可能 性 は 一 衝突 で す 。 私 た ち は 2 つ の エネ ルギー 
が 互い に ぶつ か り 合 う 、 まさ に その 時 に 、 フ リー ズ し まし た 。 可 
能 性 は ほとん ど 無 限 で あり 、 そこ に は 、 いわ ゆる 「 新 し い エ ネル 
ギー」 を も た ら す 可能 性 が 秘め られ て いま す 。 で すか ら 、 た だ 単 
に 光 と 闇 を 一 緒 に し た 合計 だ け で な く 、 そこ に は ずっ と 、 遥か に 
壮大 な も の が あり ます 。 


ここ で 警告 し て お きま す 。 ほとん どの 人 間 は 、 新しい 可能 性 が 創 
られ た こと を 決し て 理解 し な いで し ょ う 。 彼ら は ドラ マ に 焦点 を 
合わ せる で し ょ う 。 衝 突 に 焦点 を 合わ せる で し ょ う 。 彼 ら は 再び 、 
自己 完結 的 に な り ま す 。 それ が 世界 的 な 出来 事 で あれ 、 自分 の 家 
庭 で 起こ っ た こと で あっ て も 。 自己 完結 的 に な り ま す 。 進行 中 の 
こと が 見 えな く な り ま す 。 な ぜ な ら 、 彼ら が 見 て いる の は 1 つの 
場所 だ け だ か ら で す 。1 つの ご く 小 さ な 場 所 し か 見 な いか ら で す 。 
彼ら は 衝突 し か 、 ある い は 事故 し か 、 あ る い は ドラ マ し か 見 ませ 
ん 。 


で も あな た 方 は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 私 の よう に 才気 に あふ れ て いま 
す 。 これ ら の エネ ルギー が 衝突 する 時 、 それ が と て も 大 き な 、 爆 
発 的 な 形 で あれ 、 より 微妙 な 、 ひ っ そり と し た 種類 の エネ ルギー 
の 衝突 で あれ 、 こ の 瞬間 、 あ な た 自身 の 人 生 で さえ 、 こ の 瞬間 に 、 
ええ 、 新しい エネ ルギー の 贈り 物 が ある こと が 、 あな た に は 分 か 
る の で す 。 あな た が これ まで 決し て 理解 で き な か っ た 形 で 、 あな 
た の 本 当 の 自己 を 理解 する と いう 贈り 物 が あり ます 。 この 衝突 の 
地点 に 、 これ まで 決し て 存在 する こと の な か っ た 可能 性 が 、 道 す 
じ が 、 能力 が ある の を 理解 する で し ょ う 。 物事 を や る た め の 新 し 
いや り 方 が ある の を 理解 する で し ょ う 。 それ が 古い も の で も 、 新 
し いも の で も 。 


さて 、 あな た は こう 言う で し ょ う 。 誰 も が これ に 気づく の で は な 
い の で すか ? その エネ ルギー は 、 誰 も が 利用 可能 な の で は な い 
の で すか ? 確か に 利用 で きま す が 、 彼ら は 気づか な いで し ょ う 。 
繰り 返し ます が 、 な ぜ か と 言え ば 、 彼ら は 「 古 い エ ネル ギー」 に 
ー 古い 道 す じ に 一 焦点 を 合わ せ て いる か ら で す 。 彼 ら は あ 
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る 意味 で 、 そ れ に 対し て 目 を 開き た く な い の で す 。 ド ラマ に 、 悲 
嘆 に 、 苦し み に 焦 点 を 合わ せ た い の で す 。 彼ら は 今 、 自分 た ち が 
生き て いる 平凡 で 、 退屈 で 、 非 創造 的 な 生活 か ら 注意 を そら す た 
め に は 何で も し た いと 思っ て いま す 。 で も あな た 方 は 、 シ ャ ー ン 
ブラ 、 そ れ を 機会 と 見 る で し ょ う ・・・ 機会 と し て 。 あ な た は 
すべ て の も の の 中 に 可能 性 を 見 る で し ょ う 。 そし て あな た の 生得 
の 権利 を も っ て 、 そ れ ら の 可能 性 か ら あ な た の ほし いも の を 選ぶ 
の で す 。 


さて 、 あ な た は こう 言う か も し れ ま せん 。 で も 、 こ れ は や や 、 紛 
ら わ し く な る 。 な ぜ な ら 、 ご く 少 数 の 可能 性 だ け で な く 、 そ こ に 
は 何 百 万 、 場合 に よっ て は 何 十 億 と いう 可能 性 が 、 た だ 1 つの 出 
来 事 か ら 出 て 来る わけ だ か ら 。1 つの 出来 事 で す 。 あな た は 言う 
で し ょ う 。 で も 、 ど う や っ て 選べ ば 良い の か ? ええ 、 こ こ で は 
実に 自然 な 法則 が 成立 し ます 。 あな た の 欲求 と 、 あな た の 情熱 を 
見 て 下さ い 。 頭脳 か ら 来 る も の で は な く 、 制限 され た 、 人間 の も 
の で は な く 、 あ な た の 欲求 で す 。 良 く 感 じ る も の は 何で すか ? 

あな た が ほし いも の は 何で すか ? 自分 が 創造 者 だ と 、 力 を 持っ 
て いる と 、 主権 を 持っ て いる と 感じ させ て くれ る も の は 、 何で す 
か ? あな た を うれ し いし 気持 ち に させ る も の は 何で すか ? そ 

こ に 入る 時 は 、 自 分 が 必要 だ と 「 考 えて いる 」 こと で は な く 、 あ 
な た が 感じ る も の を 選ぶ の で す 。 自分 に 必要 な も の を 考え 始め る 
と 、 すべ て 台 な し し て し まい ます 。 な ぜ な ら 、 制限 の エネ ルギー 
に 、 生き 残る エネ ルギー に 即座 に 入る か ら で す 。 それ は 、 超え て 
下さ い 。 何 が 私 を と きめ か せる の か 、 と いう も の へ 入っ て 下さ い 。 
私 の 情熱 は 何だ ろう ? 大 胆 と は 何だ ろう ? 山 ほ どの 私 の エ 

ネル ギー を 動か す も の は 何だ ろう ? あな た が その レベ ル に 入 

る と 、 私 が 実に 利己 的 な レベ ル と 呼ぶ も の で す が 一 自己 完結 
的 な も の で は な く 、 あ な た の 自己 へ と 入っ て いる 状態 で す 一 

不意 に 可能 性 が 、 そ こ に ある 何 百 万 と いう 可能 性 が 、 ひ と り で に 
再び シフ ト し 、 再び 形作ら れ ま す 。 新しい も の が いく つか 、 前 線 
に 出 て きま す 。 あな た の 欲求 や 情熱 の エネ ルギー で は な いも の は 、 
後退 し ます 。 エネ ルギー が 現れ て 、 あ な た と 出会い 、 あな た を 出 
迎え ます 。 何 百 万 と いう 可能 性 か ら 選 ぶ 代 わり に 、 今 、 主要 な も 
の が 、 あな た に 最も 共振 する も の が 、 前 に 出 て きま す 。 する と と 
て も シン プル な 決断 が 下 せ る と ころ まで 減り ます 一 あな た 

は 何 を 選ぶ で し ょ う 。 


ここ で 1 つ 、 指摘 し て お きま す 。 何 か を 選ん で 下さ い ・・・ 何 
か を 。 多 分 、 そ こ に ある 何 百 万 と いう も の の 中 か ら 5 つ の 可能 性 、 
ある い は 10、10 0 の 可能 性 を 感じ る で し ょ う 。 可能 性 は 、 ち 
な み に 、 エネ ルギー で す 一 本 当 の 、 文 字 通り の エネ ルギー で 
す 一 それ は 基本 的 に 、 あな た が 選ぶ 何 か を 明らか に し 、 実現 
化し 、 現実 の も の に する た め の ガ イド に 、 あな た の ガイ ド に 、 あ 


な た の エネ ルギー に な り ま す 。 た と えば 、 ビジ ネス の 、 プ ロジ ェ 
クト を 生み 出す 可能 性 を 、 あ な た が 選ぶ と し ます 。 何 か 違 う レ ベ 
ル で 、 あ る い は た だ 、 あ な た の エネ ルギー を 開き 、 拡大 する こと 
が で きる と いう 可能 性 を 選ぶ と し ます 。 その よう な どん な も の で 
も 。 過度 に と ら わ れ な いよ うに し て 下さ い 。 で も この 地点 で 、 エ 
ネル ギー と 可能 性 が 再 調整 され た 時 、 最も 適切 な も の が 、 あな た 
の ハー ト の 欲求 と いち ば ん 共振 する も の が 、 前 に 出 て 来 ます 。 何 
か を 選ん で 下さ い 。 そ うし な けれ ば 、 あ な た は 死ん で し まい ます 。 
本 当 に 。 そ う で す 。 あ な た は 死に ます 。 な ぜ な ら 、 可能 性 は あな 
た に 奉仕 する た め に そこ に あり 、 も し あな た が 選ば な けれ ば 、 そ 
れ ら は 消え 失せ て し まい 、 可 能 性 が 消え 失せ る と ・・・ あな た 
も そう な ら ざ る を 得 な いか ら で す 。 繰り 返し ます が 、 可能 性 を 泡 
で ある と 考え て 下さ い 。 泡 が 消え 失せ る と 、 あな た も また 、 消え 
失せ る の で す 。 


あな た の スピ リッ ト と あな た の 意識 が 、 そ こ に は も う 可 能 性 が 残 
され て いな いと 見 る と 、 基本 的 に それ は 、 あな た の 肉体 の 生存 の 
終わ り の 合図 を 送り ます 。 あな た が 向こう 側 に 来 て 、 何 も 可能 性 
が な けれ ば 、 そ れ は また 、 本当 に 苦労 し ます 。 こ ちら 側 で は 、 実 
に 興味 深い 原動力 が 創り 出さ れ ま す 。 何 か を 選ん で 下さ い 。 可能 
性 を 無視 し な いで 下さ い 。 何 か を 選び 、 そ れ に 取り 組ん で 下さ い 。 
それ に 乗っ て 下さ い 。 それ が 翼 の ある 馬 な の で す 。 それ が 馬 で あ 
り 、 それ が この 新しい 時 代 の シン ボル で あり 、 エネ ルギー な の で 
す 。 そ こ に 跳び 乗っ て 下さ い 。 


乗り な が ら 、 マイ ンド で コン トロ ー ル する 必要 は あり ませ ん 。 乗 
っ て いる 間 に 、 も し 怖 れ が あな た を 襲っ た な ら 、 そ の 怖 れ は 自然 
な も の だ と いう こと を 理解 し て 下さ い 。 別 の エネ ルギー の 衝突 が 
起こ っ て いる の で す 。 それ を 、 旅 を 高め る の に 使っ て 下さ い 。 あ 
な た が この 「 新 し い エ ネル ギー」 の 可能 人 性 に 、 こ の 白い 、 翼 の あ 
る 馬 に 乗っ て いる な ら 、 それ を 進化 させ て あげ て 下さ い 。 乗っ て 
いる 間 に も 、 それ が 拡張 する の を 受け 入れ て 下さ い 。 この 「 新 し 
い エ ネル ギー」 の 馬 に 乗り な が ら 一 ええ 、 それは 魔法 の よう 
な 馬 で す 。 その よう に 作ら れ ま し た 。 そこ に 乗り な が ら 、 自 分 自 
身 が 飛翔 する の を 見 る で し ょ う 。 ほとん ど 、 あな た の 前 に 、 道 が 
見 える ほど で す 。 で も 、 飛翔 し な が ら 自分 の 道 が どの よう に 進ん 
で いる の か を 観察 し な が ら 、 あな た は 何 か に 気づく で し ょ う 。 あ 
な た の まさ に 目 の 前 で 、 道 が 拡張 する の で す 。 そ れ は 拡がり ます 。 
つま り 、 あ な た は この 馬 に 乗っ て いま す 。 この 「 新 し い エ ネル ギ 
ー」 の 可能 性 に 乗っ て いて 、 そ れ を 楽し み 、 そ れ と と も に 創造 し 
て いま す 。 そし て まさ に それ が あな た を ある 特定 の 方 向 に 連れ て 
行く と 思っ た 時 に 一 あな た は この 可能 性 に 乗り 、 一 定 の 方 向 
に 自分 を 連れ て 行っ て いま す 一 それ は 単に 、 拡 が っ て いき 、 
開い て いき 、 その 瞬間 の 、 その さら な る エネ ルギー を あな た に 明 
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ら か に する の で す 。 


A 地 点 か ら 日 地点 へ と 連れ て 行く よう な 、 直線 的 な 、 た だ 1 つの 
道 に は な り ま せん 。2 つ の 地点 の 最短 距離 と いう よう な 、 古い 理 
論 に は な り ま せん 。 それ は 直線 で は あり ませ ん 。 あな た を 、 直線 
の 、 ど ん な 線 状 の 道 か ら も 外す 「 新 し い 可 能 性 」 と 「 新 し い エ ネ 
ルギー」 の 展開 な の で す 。 私 は いく ぶん 、 秘 儀 的 な 、 逸話 的 な 
し 方 を し て いま す 。 この よう かな 概念 を 伝え る の は 困難 で す 。 あな 
た が その 馬 に 跳び 乗る まで は 、 本 当 の 新しい 意識 が 何 な の か を シ 
ェ ア す る の は 困難 で す 。「 新 し い エ ネル ギー」 の 可能 性 と いう 馬 
で す 。 ちなみ に 、 あ な た の 馬 で す 、 私 の で は あり ませ ん 。 あ な た 
が 餌 を 与え を ます 。 あな た が きれ い に す る の で す 。 (少々 、 笑 ) そ 
れ が 「 新 し い エ ネル ギー」 の 可能 性 で あり 、 そ れ は た っ た 今 、 手 
に 入れ る こと が で きま す 。 


この 「 新 し い エ ネル ギー」 に は 、 目 を 見 張る よう な 側面 が あり ま 
す 。 あな た が 入り つつ ある 、 こ の 新しい 時 代 に は 、 目 を 見 張る よ 


うな 側面 が あり ます 。 た っ た 今 、 私 は 言い ます 一 「 新 し い 時 
代 」 、「 新 し いや り 方 」 一 「 新 し い 時 代 」 、「 新 し いや り 方 」 。 
これ は 、 ちな み に 一 何と 言う か 一 これ は 物理 学 で す 。 こ 


れ は 、 科 学 的 な も の で す 。 こ れ は 理論 で も 、 哲 学 で も あり ませ ん 。 
これ は いわ ゆる 、 現在 、 起こ っ て いる 特定 の 、 次 元 間 の 物理 学 で 
す 。 文字 通り 、 数 学 的 に 図表 で 示す こと が で きま す 一 ある 程 
度 ま で は 。 な ぜ な ら 、 私 た ち は 、 エネ ルギー が 作用 する の を 数 学 
的 に 測定 する と ころ を 離れ て 行く か ら で す 。 


「 新 し い 時 代 」、「 新 し い エ ネル ギー」、「 新 し いや り 方 」。 ど 
うい う 意 味 で し ょ よう か? つま り 、 あ な た が 同じ よう な 古い や り 
方 、 同じ よう な 古い 解決 策 、 同じ よう な 古い トリ ッ ク を いつ も 使 
っ て いる と 、 面倒 バム こと に な る 、 と いう こと で す 。 あ な た は 自分 
の 古い トリ ッ ク の 数 々 に 行く か ら で す 。 あな た が 古い トリ ッ ク へ 
と 戻り 続け て いれ ば 、 古い 問題 を 抱え 続け る こと に な り ま す 。 来 
る 日 も 来る 日 も 、 あ な た は 同じ や り 方 で 物事 に あたり ます 一 
問題 解決 に 、 チャ レン ジ に 対処 する の に ・・・ 「 新 し い 時 代 」 、 

「 新 し いや り 方 」 で す 。 


私 は 今日 、 すでに 気づか れ た で し ょ う が 、 新しい や り 方 で 来 て い 
ます 。 私 は 、 あ な た 方 に 、「 こ こ 」 か ら (小さ な 空間 を 指し て い 
る ) 話し て いる わけ で は あり ませ ん 。「 こ こ 」 か ら (と て も 大 き 
な 空間 を 指し て いる ) 話し て いま す 。 私 が 伝え て いる エネ ルギー 
は 違う も の で 、 シ ャ ー ン ブラ の エネ ルギー も 今日 は 違い ます 。 で 
すか ら 、 こ の シャ ウド は 違う も の で す 。「 新 し いや り 方 」 で す 。 


* ン 


あな た 方 の 実に 多く の 方 が 一 人 生 の どん な 問題 点 に 関し て 


も 、 自分 の 内 側 に 非常 ベル が 鳴る の を 聞く と 、 それ が 故障 し た 車 
に 対処 する こと で あれ 、 支払 い を 処理 する こと で あれ 、 あな た は 
古い や り 方 に 戻り ます 。 問題 解決 に 際 し て 、 実に 直線 的 な や り 方 
へ と 戻る の で す 。 実際 一 解決 方 法 に つい て 言う こと さえ 、 私 
に は で きま せん 。 それ は 実に 非 創 造 的 で す 。 あな た は た だ 、 同じ 
汚れ た 帽子 か ら 、 同 じ よ うな 古い トリ ッ ク を 引き 出 そ う と し て い 
る の で す 。 「 新 し い エ ネル ギー」 に お いて は 、 そ れ は 変化 し ます 。 
そこ に は 解決 策 が あり ます 。「 新 し いや り 方 」 が あり 、 そ れ は 、 
古い も の と は 、 劇 的 に 違い ます 。 


さて 、 どう や っ て そこ に アク セス する の で し ょ うか ? どう や っ 
て それ を も た ら す の で し ょ うか ? そう で すね 、 私 を 呼ば な いで 
下さ い 。 そ れ は あな た の 問題 で す 。 愛 情 を こめ て 言う の で す が 。 
それ は あな た の 状況 で す 。 あな た が 作る も の で す 。 あな た の 創造 
で す 。 で は 、 ど うす れ ば 良い の で し ょ う ? ええ 、 ま ず 始 め に 、 
深呼吸 を し ます 。 マ イン ド か ら 抜 け 出し て 、 あ な た の 自己 へ 入り 、 
探求 し ます 。 探求 し ます 。 これ まで と 同じ 古い 疑問 に 答え る 同じ 
よう な や り 方 に 戻る の で は な く 一 た と えば 、 腹 を 立て た 上 司 
に どう 対処 する の か ? 通常 、 あ な た が 対処 し て きた や り 方 は 、 
あな た の 古い トリ ッ ク の 数 々 に 戻り 、 頭 を 低く し て 、 何 か お 世辞 
を 言っ た り 、 オフ ィ ス を 抜け 出す 口実 を 作る こと で し た 。 今 、 あ 
な た に は 、 状 況 に 対処 する 、 ま っ た く 新しい や り 方 が あり ます が 、 
まず 、 呼 吸 を し て 、 こ れ ま で や っ て きた や り 方 を た だ 、 放 出し て 、 
解除 し な けれ ば な り ま せん 。 自分 自身 が 開い て いき 、 拡がる の を 
受け 入れ ます 。 より 大 き な 答 え を 発見 する の を 自分 に 受け 入れ ま 
す 。 答 は ある い は この 「 天 使 の 頂 」 か ら 来 る か も し れ ま せん 。 広 
い 概 観 と 、 視 野 を 持つ 答え で す 。 


さて 、 あな た が その 深呼吸 を し て 、 より 大 き な 答 を 選ぶ の を 自分 
に 受け 入れ た 時 、 新しい や り 方 を 選ん だ 時 、1 0 分 後に 上 司 が 入 
つっ て 来 て 、 あ な た を 実際 、 クビ に し た と し て も 、 驚か な いで 下さ 
い 。 な ぜ な ら 、 そ れ が 新しい や り 方 だ か ら で す 、 そ う で は な いで 
すか ? それ は あな た を 自由 に し ます 。 あな た を 解放 し ます 。 つ 
まり 、 あな た は 物事 は こう な る べき だ 、 と いう 期待 を 持っ て いま 
す 。 あ まり に も 長い 間 、 直 線 的 だ っ た の で 、 実際 、 結果 が 分 か る 
わけ で す 。 物事 は どう 収まる か 、 と いう 期待 を 持つ よう に な り ま 
し た 。 も は や 人 間 の 意識 に は 、 ほとん どど ん な 驚き も 残さ れ て い 
ませ ん 。 すべ て が あま り に も 予測 可能 で す 。 すべ て が 、 昨日 の こ 
と に 基づい て いま す 。 その よう に あな た は 明日 を 創造 し ます 。 実 
に 似通っ た や り 方 で 、 1 歩 1 歩 、 繰 り 返 され る の で す 。 で も 現在 、 
この 新しい 時 代 に は 、 新 し いや り 方 が あり ます 。 


それ は あな た に フラ スト レー ショ ン を 与え る で し ょ うし 、 困惑 さ 
せる で し ょ うし 、 時 に 怒ら せる で し ょ う 。 あな た が 探す と き ・・・ 
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答 を 探す の に 、 あな た は 古い クロ ゼット の 中 で 、 実に ひど い 服 を 
探し て いる の で す 。 随分 前 に 流行 遅れ に な っ た 洋服 で す 。 あな た 
を ま ご つ か せる の は な ぜ か と 言え ば 、 こ の よう な 服 を 合わ せ て 、 
何と か 格好 良く 、 流 行 り の も の に 見 せる に は どう すれ ば 良い の か 、 
と あな た は 言う か ら で す 。 違う クロ ゼット に 行っ て 下さ い 。 それ 
が 問題 な の で す 。 あな た は 何 度 も 繰り 返し 、 同じ クロ ゼット に 戻 
っ て 来 ま し た 。 違う クロ ゼット が ある の が 分 か ら な い の で すか ? 
「 そ ん な の 分 か っ て る よ 」 あな た は いい ます 。 それ くら い 簡 単 
な こと な の ? それ くら い 簡 単 な の で す 、 シ ャ ー ン ブラ 。 新しい 
や り 方 が あり ます 。 新しい クロ ゼット が あり ます 。 新しい 食料 庫 
が あり ます 。 あ な た の マイ ンド の 新しい 部 分 さえ 、 知 性 で さえ 、 
あり ます 。 それ を 見 る こと すら あり ませ ん で し た 。 な ぜ な ら 、 あ 
な た は 何 度 も 繰り 返し 、 自分 の マイ ンド の 古い 部 分 へ と 戻っ て き 
た か ら で す 。「 新 し い エ ネル ギー」 に は 、 物事 を 新しく や る や り 
方 が あり ます 。 それ は あな た の どん な 期待 を も 凌ぐ も の で す 。 で 
すか ら 、 ど ん な 期待 も 持た な いで 下さ い 。 それ は た だ 、 あ な た に 
フラ スト レー ショ ン を 与え る だ け で す 。 それ は どん な 期待 を も 凌 
ぎ ま す 一 良い も の 、 悪 いも の 、 本 いも の 、 無関心 な も の 。 


さて 、 こ の 新しい や り 方 に つい て 、1 つ 、 指摘 し て お く 必 要 が あ 
り ま す 。 それ は 予測 不可 能 で す ・・・ 予測 不可 能 で す 。 つま り 、 
人 間 は あま り に も 型 や パタ ー ン に は まり 込ん で いま す 一 そ 
の こと に 不満 を 言い な が ら 。 そこ に 腰 を すえ て 、 来る 日 も 同じ よ 
うな 古い 解決 策 を 使い ます 。 生涯 か ら 生 涯 へ 、 同じ 場所 に 答 を 見 
て いま す 。 何 か を 実行 する 前 に すでに 結果 が 分 か っ て いま す 。 な 
ぜ な ら 、 あ な た は あま り に も 予測 可能 な 、 直線 的 で 、 制限 され た 
や り 方 で 機能 し て いる か ら で す 。 新しい や り 方 は 、 予測 不可 能 で 
す 。 旅 を 始め る まで 、 結果 は 分 か り ま せん 。 こ の 村 の ある 馬 が ど 
こ へ 連れ て 行く の か 、 あな た に は 分 か り ま せん 。 あな た は 湖 の 片 
側 か ら 向 こう 側 に 連れ て 行っ て くれ る と 思い ます 。 そう で は あり 
ませ ん 。 予測 不可 能 で す 。 それ は あな た を 湖 の 中 へ と 連れ て 行く 
か も し れ ま せん 。 時 速 1 0 0 マイ ル で 湖 に 墜落 する 時 、 あな た は 
人 生 に 怖 れ を 抱き 、 自分 と 馬 が 水 の 表 面 に 衝突 し て 、 粉々 に な る 
の で は な いか と 怖 れ ます 。 そ し て 温 れ て し まう の で は な いか 
と ・・・ それ は 予測 不可 能 で す 。 予測 不可 能 で す 。 も し か する 
と あな た は 水 を 感じ る こと さえ な いか も し れ ま せん 。 も し か する 
と その 衝撃 の まさ に その 時 点 で 一 その 衝突 の 時 点 で 一 
完全 に 違う 次 元 に 、 意識 へ と シフ ト す る か も し れ ま せん 。 文字 通 
り 、 都合 よく 、 古い 直線 的 な 道 か ら 抜 け 出 す の で す 。 新しい や り 
方 は 、 予測 不可 能 で す 。 


あな た 方 の 中 に は それ に 対処 で き な い 人 も いま す 。 あな た 方 は 生 
き 物 で す 一 予測 可能 な 生き 物 で す 。 決 まり きっ た 生き 物 で す 。 
その 点 で は 、 あ な た は 時 に 、 実に 退屈 な 生き 物 で す 。 あな た は 毎 


日 、 目 を 覚まし ます 。 同じ よう な 服装 を し ます 。 同じ よう な 食事 
を し ます 。 同じ 新聞 を 読み ます 。 来る 日 も 来る 日 も 、 他 の 人 間 た 
ちか ら 、 同じ よう な くだ ら な い 話 を 聞き ます 。 あな た は あま り に 
も 予測 可能 で す 。 分 か り ま す ・・・ トバ イア ス は 、 こ の よう な 
話し 方 を し ませ ん 。 あな た は あま り に も 予測 可能 な の で 、 時 に 私 
た ち は あ な た 方 と ワー ク す る の に フラ スト レー ショ ン を 感じ る 
こと が あり ます 。 あな た は あま り に も 変化 を 怖 れ て いま す が 、 そ 
れ で も 、 私 は この よう な 祈り を 聞い た と 思い ます 一 「 親 愛 な 
る 神 よ 、 私 は 変化 が ほし い 。 」 それ は ここ に あり ます 。 た っ た 
今 。 新しい や り 方 は 、 予 測 不可 能 で す 。 


新しい や り 方 は また 、 科学 的 で は あり ませ ん 。 少な く と も 、 科学 
が その 意識 を 拡大 し て 、 何 が 起こ っ て いる か を 理解 する こと が で 
きる まで は 。 あ な た 方 の 中 に は 、「 新 し い エ ネル ギー」 の 形 を 混 
流 と 呼ぶ 人 も いる で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 何 ひ と つ 、 道理 に か な わ 
な いか ら で す 。 イ ンプ ッ ト 一 エネ ルギー の イン プッ ト 一 
それ は 予測 可能 な 結果 に 相当 し ませ ん 。 それ が 本 当 の 「 古 い エ ネ 
ルギー」 の 公式 で す 。 エネ ルギー が 入る と 予測 可能 な アウ ト プ ッ 
ト に 相当 する と いう の は 。 あな た 方 は その よう な 形 で 機能 し て き 
まし た 。 「 新 し い エ ネル ギー」 は 違い ます 。 エネ ルギー が 入る と 、 

1 つ に は 、 必ず し も 存在 する と いう こと で は あり ませ ん 。 イン プ 
ッ ト で ある 必要 は あり ませ ん 。 それ は 可能 性 を つけ られ 、 活性 化 
され ます 。 入れ られ る 必要 は あり ませ ん 。 器械 や 器具 の よう な も 
の に エネ ルギー を 流す と 一 エネ ルギー を 流し 入れ る と 、 も う 
ー 方 で 予測 可能 な 結果 が 出る 、 と いう こと に あな た 方 は あま り に 
も 慣れ て いま す 。 扇風機 の 電気 プラ グ を ソケット に 差し 込む と 、 
扇風機 が 回 転 し 、 予測 可能 な 量 の 風 が 送ら れ ま す 。 あな た は それ 
に 慣れ て いま す 。 それ に 満足 し て いま す 。 あな た の 人 生 は その よ 
うな も の で す 。 


エネ ルギー を 入れ る こと は 、 予 測 可 能 な アウ トブ プッ ト に 相当 し ま 
す 。 さ て 、 こ の 喰え で は 、 ど ん な プラ グ も 入れ ませ ん 。 そ れ は た 
だ 、 あ る の で す 。 エ ネル ギー は すでに そこ に あり 、 利 用 可能 で す 。 
どこ か 別 の 場所 か ら 引 き 出 す 必要 は あり ませ ん 。 ひと た び エ ネル 
ギー が 活性 化 の 許可 を 与え られ る と 、 ある い は 基本 的 に 、 この 次 
元 の 舞台 へ と も た ら さ れ 、 発 見 され 、 活 性 化 さ れる と 、 結 果 は 一 
あな た 方 が アウ ト プ ッ ト と 言う も の は 一 予測 不可 能 で す 。 そ 
れ は 始め の うち は 、 あな た を 困惑 させ る で し ょ う 。 混乱 の よう に 
思え る で し ょ う 。 その 扇風機 は も し か する と 、 間違っ た 回 転 を す 
る か も し れ ま せん 。 その 扇風機 は 一 中 性 を 持た ず 、 時 に 激しく 吹 
いた り 、 時 に 穏やか に 吹き ます 。 その 扇風機 は 実際 、 動い て いて 
も 、 まっ た く 風 を 送っ て いな いよ うに 見 える か も し れ ま せん 。 あ 
な た は 困惑 し て 、「 古 い エ ネル ギー」 の 予測 可能 な と ころ へ 、 退 
屈 な や り 方 で 事 に あたる と ころ へ 戻り た いと 思う で し ょ う 。 
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で も 、 少 し 時 間 を と っ て 、 止 まっ て 下さ い 。 時 間 を と っ て 下さ い 。 

深呼吸 を し て 下さ い 。 ここ で は 何 か が 進行 し て いま す 。 混 沖の よ 
うに 見 える も の は 、 まっ た く 混 油 で は あり ませ ん 。 それ は 「 新 し 
い エ ネル ギー」 で す 。 それ は 拡張 で す 。 あな た は その 扇風機 の 1 
つの 側面 を 見 て いる だ け で す 。 少し の 間 、 こ の 「 天 使 の 頂 」 に 来 
て 下さ い 。 こ の 新しい 見 方 へ 、 こ の 概観 へ 。 こ こ で 深呼吸 を し て 、 

本 当 に 起こ っ て いる こと を 見 て 下さ い 。 人 間 の 意識 に と っ て は 、 
扇風機 が 誤 作 動 し て いる よう に 見 える か も し れ ま せん 一 買 

っ つて きた と ころ に 持っ て 行っ た り 、 の の し っ た り と いう よう に 。 
で も 、 と て も た くさ ん の 様々 な レベ ル で 起こ っ て いる も の を 見 て 
下さ い 。 


最初 は 混 沖 や 混乱 の よう に 見 えて いた も の が 、 今 、 深 呼吸 を し て 、 
穏やか な 呼吸 を する と 、 不意 に 、 何 が 起こ っ て いる か を 見 る よう 
に な り ま す 。 エネ ルギー は 次 元 を 入っ た り 、 出 た り し ます 。 意識 
は シフ ト し 、 入 っ た り 、 出 た り 、 動い て いま す 。 あら ゆる も の が 
すべ て 同時 に 、 多重 の レベ ル で 変化 し て いま す 。 あな た の 扇風機 
は も は や 、 直線 的 で は あり ませ ん 。 た くさ ん の 、 た くさ ん の 様々 
な レベ ル で 影響 が 出 て いま す 。 あな た が 自ら の 意識 を 拡大 する ま 
で 、 こ の 「 天 使 の 頂 」 に 座る まで は 、 結果 は 予測 不可 能 な も の に 
見 える で し ょ う 。 そう し て あな た は 、 本 当 に 起こ っ て いる こと を 
発見 し ます 。 自 分 の 創造 の 美 と 喜び 、 単 純 さ を 発見 する の で す 。 


「 新 し い 時 代 」。「 新 し い エ ネル ギー」。「 新 し いや り 方 」。 衝 
突 の 年 ・・・ そし て あな た 方 、 シ ャ ー ン ブラ に と っ て は 特に 、 
これ まで は 知ら れる こと は な か っ た けれ ど 、 常に そこ に あっ た 可 
能 性 の 年 で す 。 あ な た は 壮大 で 、 壮 豚 で す 。 あ な た 方 の 中 に は 、 
私 の 壮大 さと 壮 豚 さ に 近づい て いる 人 た ち も い ます 。 あ な た は 
ー 言っ て お か な けれ ば な り ま せん が 一 時 に あま り に も 行 
き 詰まる こと が あり ます 。 あ まり に も 自己 完結 的 で 、 哀 れ に 思い 、 
犠牲 者 で 、 見 て いら れ な い 、 良い 言葉 で す 。 ここ に いる 聴衆 の 誰 
か で す 。 私 た ち が こ の バケ ツ に 放り 込む べき 誰か の こと で す 。 








で も 、 あ な た が 素敵 で 美しい と ころ は 、 本 当 に 変化 へ の 準備 が で 
き て いる こと で す 。 自分 自身 の 別 の 部 分 を 発見 する と いう 覚悟 が 
で き て いる こと で す 。 バケ ツ か ら 抜 け 出す 覚悟 が で き て いて 、 超 
えて 行く 覚悟 が で き て いる こと で す 。 つま り 、 他 の ほとん どの 人 
間 は いま だ に 一 彼ら は レミ ング (タビ ネズ ミ ) で す 一 い 
まだ に 、 た だ 、 堂々 巡り を し て 、 良 く 分 か ら な い 、 何で あれ や っ 
て 来 て は 、 何 も も た ら さ な いも の に た だ 、 従っ て いま す 。 そし て 
あな た は 、 シャ ー ン ブラ 、 あな た の 制限 に も か か わら ず 一 ち 
な み に そ れ は 自ら に 課 し た も の で す が 一 怖 れ や 退屈 さ に も 

か か わら ず 、 あな た は 変化 し た いと 思っ て いま す 。 違う も の に し 


た いと 思っ て いま す 。 世界 に 衝撃 を 与え た いと 思っ て いま す 。 そ 
し て 、 自 分 自身 に 何 か 、 新 し いも の を 発見 し た いと 思っ て いま す 。 


私 た ち は 今 、 この 素晴らし い 私 の 発表 文 を 終え る に あたり 、 大 天 
使 ラ ファ エル の エネ ルギー を も た らし ます 。 正当 な 理由 で ・・・ 
正当 な 理由 で 。 新しい や り 方 の た め に 。 ラフ ァ エ ル は 、 エネ ル ギ 
ー の 真 の スタ ンダ ー ド で し た 一 怖 れ を 乗り 越え る スタ ンダ 
ー ド で あり 、 あな た の 家庭 と いう 快適 さ 、 型 に は まっ た 意識 と い 
う 快 適さ の 枠 を 超え て 行く スタ ンダ ー ド で す 。 ラフ ァ エ ル は 主 に 
怖 れ を 変容 する こと で 、 エ ネル ギー を 拡大 する 手助け を し ます 。 
また 、 主 に ・・・ これ は 笑い 話 で す 。 ラ ファ エル は 怖 れ を 変容 
する 手助け を する だ け で は な く 、 怠慢 さ を 変 容 す る 手助け を し ま 
す 。 私 た ち は 話 し な が ら 、 笑 わ ず に は いら れ な い の で す が 、 と い 
う の は 、 随分 前 に 出版 され た 物語 が あり ます 。 世界 中 で 何 度 も 繰 
り 返 し 、 語ら れ て いる 物語 で す 。 私 の 愛す べき 友人 で ある トビ の 

語 で す 。 皆さん が トバ イア ス Sr (シニア ) と し て 、 ま た 、 幼 
い ト バイ アス と し て 知る 話 で す 一 人 怠 情 な トバ イア ス 、 怖 れ に 
満ち た 幼い トバ イア ス で す 。 トバ イア ス S r の 智 環 に より 、 幼い 
トバ イア ス に 同伴 する た め の ラ ファ エル の エネ ルギー が も た ら 
され まし た 一 人 怠 情 で 怖 れ に 満ち た トバ イア ス で す 一 ト 
バイ アス S r の た め に お 金 を 回 収 す る 旅 に お いて 。 彼 は 、 幼い ト 
バイ アス に は 仲間 が 必要 で あり 、 道 中 、 少 し ば か り の 智 革 も また 、 
必要 な の を 知っ て いま し た 。 また 、 常識 が あり 、 わき まえ て いる 
誰か が 。 そこ で 、 彼 は 、 ラ ファ エル の エネ ルギー を も た らし まし 
た 。 


さて 、 幼 い ト バイ アス と ラフ ァ エ ル は 、 と も に 旅 に 出 ま し た が 、 
それ は お 金 を 回 収 す る と いう も の で は あり ませ ん で し た 。 それ は 、 
発見 と いう 旅 で あり 、 怖 れ の 変容 で あり 、 た だ 、 家 で ブラ ブラ し 
て いる の で は な く 、 人 生 で 今度 だ け は 、 腰 を 上 げ て 、 何 か に 取り 
掛か る と いう も の で し た ・・・ カウ ル ダ ー。 そ れ は お よそ 2 5 
00<2600 年 ほど 前 に 起き た 美しい 物語 で す 。 物語 は 一 巡 し 
て 再び や っ て 来 ま す 。 別 の 旅 の 時 期 で す 。 今回 は 、 怠慢 さ に 関す 
る も の で も な く 、 怖 れ に 関す る も の で も あり ませ ん 。 今回 は 、 こ 
れ ま で 知ら れる こと の な か っ た 可能 性 を 活性 化す る と いう こと 
で す 。 快適 な ゾー ン を 超え て 行き 、 新しい 可能 性 を 選ぶ こと が で 
き 、 それ と 人 遊ぶ 、 と いう こと で す 。 衝突 の エネ ルギー を 一 古 
い 、 相反 する エネ ルギー の 衝突 を も っ て 、 あな た の 想像 を 絶する 
新しい エネ ルギー と 、 新 し い 可 能 性 を 創造 する その 瞬間 に いる と 
いう こと で す 。 


で すか ら 、 大 天使 ラフ ァ エ ル が や っ て 来 ます 。 彼 は すべ て の シャ 
ー ン ブラ と 、 あ な た 方 の 新しい 旅 で と も に ワー ク し 、 また 、 象徴 
的 に 、 ラ ファ エル は ベン ナッ ク 氏 (訳注 *) と その 旅 で と も に ワ 
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ー ク し ます 一 シャ ー ン ブラ の 旅 で す 。 ラ ファ エル は た っ た 今 、 
ベン ナッ ク 氏 と 一 緒 に な り 、 彼 の 旅 の あら ゆる 瞬間 に 、 毎日 、 毎 
晩 、 どん な 孤独 な 瞬間 に も 、 イン スピ レー ショ ン を 持つ あら ゆる 
瞬間 に と も に いま す 。 と いう の は 、 新しい 物語 が 今 、 始ま る か ら 
で す 一 大 天使 と 旅 の 新しい 物語 で す 。 ベン ナッ ク 氏 は 、 ト バ 
イア ス で は あり ませ ん 。 彼 は 彼 自身 で す が 、 彼 は 、 旅 に 出る に あ 
た り 、 シ ャ ー ン ブラ 皆さん の ハー ト を 、 愛 を 、 欲求 を 象徴 し て い 
ます 。 


で は 、 ここ で 少し 時 間 を と り 、 ここ で この 旅 す る 2 人 組 を 祝福 し 
まし ょ う 。 この 旅立つ 2 者 は 一 1 人 は 人 間 を 代表 し 、 も う 1 
人 は 、 天界 を 代表 し て いま す 。 一 方 は 発見 を 象徴 し 、 も う 一 方 は 
サポ ー ト と 育み を 象徴 し て いま す 。 で すか ら 、 親愛 な る ベン ナッ 
ク 氏 、 私 た ちの 祝福 を 送り ます 。 大 天使 と の 旅 の 途上 で 起こ る 、 
新た な 物語 を 、 私 た ち は 楽 し み に し て いま す 。 


で は 、 皆さん 、 シ ャ ー ン ブラ と 、 そ の 中 間 の 皆さん 、 こ こ で この 
「 新 し い エ ネル ギー」 の 新しい 年 を 皆さん と 一 緒 に 祝い 、 オー プ 
ニン グ ・ チ ャ ネル が で きた の は 豆 び で す 。 私 の 言葉 を 軽く と ら え 
て 下さ い 。 良い ユー モア で と ら え て 下さ い 。 それ が 意図 され た よ 
うに と ら え て 下さ い 一 あな た の 古い 快適 な ゾー ン か らい く 

ぶん 、 あ な た を 揺さぶり 出し 、 新しい や り 方 が ある の だ 、 と いう 
こと を 教え て いる の で す 。 え え 、 実に 、 ず っ と 良い や り 方 で す 。 
この 新しい や り 方 は 、 ちな み に 、 ずっ と シン プル で す 。 も っ と ず 
っ と 効率 的 で す 。 エネ ルギー の 数 量 を 入れ る と いう 古い 方 程 式 は 
限界 が あり 、 出 て 来る エネ ルギー の 量 に は も は や 、 適 用 し ませ ん 。 
それ は まる で 、 まっ た く 新 し い 生 産 過 程 の よう な も の で す 。 一 定 
量 の イン プッ ト が 、 一 定量 の アウ ト プ ッ ト に 相当 する 必要 は あり 
ませ ん 。 その よう な 方 程 式 は 捨て 去っ て くだ さい 。「 新 し い エ ネ 
ルギー」 に お いて は 、 や り 方 は ずっ と 簡単 で す 。 


私 は 壮大 で 、 壮 豚 で 、 気 高く 、 近 づく こと も か な わな い 存 在 で す 。 
私 は アダ マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン で す 。 


訳注 * チャ ネリ ング 前 の クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル ・ ニ ュー ス で 紹 
介 が あっ た よう に 、 ダン ・ ベ ン ナ ッ ク 氏 は 世界 中 の シャ ー ン ブラ 
を 訪ね 、 交流 する 旅 に 出 た いと いう 夢 を 抱い て いた が 、 すでに そ 
れ を 実現 化し 、 旅 を 始め て いる 。 ダン は アメ リカ 本 土 か ら ハ ワイ 
島 、 ニ ュー ジー ラン ド 、 オ ー ス トラ リア 、 タ イ を 経て イス ラ エ ル 、 
ヨー ロッ パ を 周り 、9 月 に クオ ンタ ム ・ リ ー プ ・ セ レブ レー ショ 
ン が 行わ れる タオ ス で 旅 を 終え る 。 旅 の 記録 は 、 彼 の ウェ ッ ブ サ 
イト と アメ リカ の クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 掲示 板 で 随時 、 更新 さ 
れる 予定 だ 。 


translator: mayumi ( 林 上 眞弓) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト ww. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ャ ー ン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情 報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
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い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2007 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 
私 書 箱 7328 E メ ー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 
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